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C o n t e n t s 169 2011 春・夏号
東日本大震災発生時以降の対応について
社長就任のご挨拶
特集１　用途を拡大するポリエチレンパイプ
施工現場レポート（宮城県・消火用ポリエチレンパイプ）
施工現場レポート（神奈川県・消火用ポリエチレンパイプ）
製品案内　消火用ポリエチレンパイプ
製品案内　外層付水道配水用ポリエチレン管「サンプロテクト」
施工現場レポート
（大阪府・外層付水道配水用ポリエチレン管「サンプロテクト」）

特集2　春の新製品紹介
創造者の空間「パラモデル」
にっぽん探訪（高知県・室戸市）
ミズエおばあちゃんの知恵袋「アルミホイールで切れ味復活！」の巻
新製品のご案内
パルちゃんのレッツ・トライクッキング「タケノコと豚肉の炒めもの」
お便りコーナー／イラストありがとう
読者プレゼント付きクイズ／編集後記

地震発生地域の皆様に
心よりお見舞い申しあげます。

このたびの東北地方太平洋沖地震、長野県北部地震、静岡県東部地震

により被害を受けられた地域の方々に心よりお見舞い申し上げるとと

もに、犠牲になられた方々とご遺族の皆様に対し深くお悔やみを申し

上げます。被災地の一日も早い復興と皆様のご無事を心よりお祈り申

し上げます。

クボタシーアイは、この度の震災に対しまして、被災地のライフライン、

ならびに住宅をはじめとする建造物の復旧・復興にお役に立てるよう、

地域の皆様と連携を図りながら、社員一同が団結し、全力で対応してま

いります。

東日本大震災発生以降の
対応について

　弊社では、今回の震災直後の3月11日夕刻に緊急体
制を敷き、震災の情報収集に努めると共に、主に以下
の3つの方針を決定いたしました。
①被災地向けの仮設・復旧資材の優先出荷
②水道配水用ポリエチレン管、ポリエチレン二層管等
の仮設・復旧資材の増産体制準備

③震災後の土日緊急出荷用トラックの待機
その後、3月13日に「災害復旧本部」を正式発足し、被
災地の一刻も早い復旧に少しでも貢献できるよう
取り組んでいます。

●生産・物流拠点の復旧状況について
　弊社もこの大震災により、栃木工場と物流ヤード（塩釜・栃木・竜ヶ崎）が大きな
被害を受け、生産・物流機能に影響が出たこと、また、東北支店の一時閉鎖等、お客
様にご迷惑をお掛けしましたことをお詫び申し上げます。
　これら被害を受けた工場および物流ヤードでは機能回復を目指し、懸命な復旧
作業を行ってきました。その結果、震災の被害を受け一時操業停止していた栃木
工場では、徐々に生産能力を回復し4月上旬より完全復旧できる見込みで
す。また、東京電力による計画停電の影響を受けている小田原工場をカ
バーすべく、西日本に立地する堺工場及び九州クボタ化成をフル稼働さ
せ、配管資材の安定供給に最大限の努力をしております。
　物流拠点では、被害のあった竜ヶ崎物流センター、栃木工場隣接の物
流ヤードも早期に復旧し、被災地への配送業務を開始しております。そ
して、東北地方においては、新しく仙台物流センター（塩釜物流セン
ターから移転予定であった）を開設し、3月22日より緊急資材の引き
取り対応を始めております。今後は、震災後1ヵ月にあたる
4月11日より、配送業務を再開し、東北地方復旧支援のため
の物流拠点とする予定です。
　今後も被災地へのインフラ資材（配管資
材）の安定供給を最大の使命と捉え、
全力で対応して参ります。

（平成23年3月31日現在）

仙台物流センター

九州クボタ化成

竜ヶ崎物流センター

札幌物流センター

仙台市宮城野区港2-1-14

仮設、復旧配管等の緊急手配窓口

仮設、復旧用管材の出荷も始まっている

水道、農水、下水、建築設備など配管材に関しては、ご遠慮なくお問い合わせください。
【北海道地区】クボタシーアイ株式会社　北海道支店  開発営業部 　TEL 011-214-6291　FAX 011-214-6292
【東北地区】クボタシーアイ株式会社　東北支店　営業部            TEL 022-267-8955　FAX 022-267-8088
【関東地区】クボタシーアイ株式会社　東京本社　営業推進部      TEL 03-5246-7839　FAX 03-5246-7884         

生産拠点

物流拠点

東北地方物流拠点

URL:http//www.kubota-ci.co.jp

堺工場

栃木工場

小田原工場
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地震発生地域の皆様に
心よりお見舞い申しあげます。

このたびの東北地方太平洋沖地震、長野県北部地震、静岡県東部地震

により被害を受けられた地域の方々に心よりお見舞い申し上げるとと

もに、犠牲になられた方々とご遺族の皆様に対し深くお悔やみを申し

上げます。被災地の一日も早い復興と皆様のご無事を心よりお祈り申

し上げます。

クボタシーアイは、この度の震災に対しまして、被災地のライフライン、

ならびに住宅をはじめとする建造物の復旧・復興にお役に立てるよう、

地域の皆様と連携を図りながら、社員一同が団結し、全力で対応してま

いります。

東日本大震災発生以降の
対応について

　弊社では、今回の震災直後の3月11日夕刻に緊急体
制を敷き、震災の情報収集に努めると共に、主に以下
の3つの方針を決定いたしました。
①被災地向けの仮設・復旧資材の優先出荷
②水道配水用ポリエチレン管、ポリエチレン二層管等
の仮設・復旧資材の増産体制準備

③震災後の土日緊急出荷用トラックの待機
その後、3月13日に「災害復旧本部」を正式発足し、被
災地の一刻も早い復旧に少しでも貢献できるよう
取り組んでいます。

●生産・物流拠点の復旧状況について
　弊社もこの大震災により、栃木工場と物流ヤード（塩釜・栃木・竜ヶ崎）が大きな
被害を受け、生産・物流機能に影響が出たこと、また、東北支店の一時閉鎖等、お客
様にご迷惑をお掛けしましたことをお詫び申し上げます。
　これら被害を受けた工場および物流ヤードでは機能回復を目指し、懸命な復旧
作業を行ってきました。その結果、震災の被害を受け一時操業停止していた栃木
工場では、徐々に生産能力を回復し4月上旬より完全復旧できる見込みで
す。また、東京電力による計画停電の影響を受けている小田原工場をカ
バーすべく、西日本に立地する堺工場及び九州クボタ化成をフル稼働さ
せ、配管資材の安定供給に最大限の努力をしております。
　物流拠点では、被害のあった竜ヶ崎物流センター、栃木工場隣接の物
流ヤードも早期に復旧し、被災地への配送業務を開始しております。そ
して、東北地方においては、新しく仙台物流センター（塩釜物流セン
ターから移転予定であった）を開設し、3月22日より緊急資材の引き
取り対応を始めております。今後は、震災後1ヵ月にあたる
4月11日より、配送業務を再開し、東北地方復旧支援のため
の物流拠点とする予定です。
　今後も被災地へのインフラ資材（配管資
材）の安定供給を最大の使命と捉え、
全力で対応して参ります。

（平成23年3月31日現在）
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札幌物流センター

仙台市宮城野区港2-1-14

仮設、復旧配管等の緊急手配窓口

仮設、復旧用管材の出荷も始まっている

水道、農水、下水、建築設備など配管材に関しては、ご遠慮なくお問い合わせください。
【北海道地区】クボタシーアイ株式会社　北海道支店  開発営業部 　TEL 011-214-6291　FAX 011-214-6292
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4
月
1
日
に
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
宇
治
耕
吉
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
ず
、は
じ
め
に
、今
般
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た

皆
様
、関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、国
を
挙
げ
て
復
旧
・
復
興
へ
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、被
災
地
域
が一
日
も
早
く
復
興
し
、被
災
さ
れ
た
皆
様
が
安
心
で
き
る
安

全
で
快
適
な
暮
ら
し
を
取
り
戻
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

弊
社
は
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
整
備
に
不
可
欠
な
配
管
資
材
を
永
年
に
亘
っ
て

市
場
に
提
供
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
多
く
の
需
要
家
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
成
長
発
展
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
回
、未
曾
有
の
大
災
害
に
接
し
、弊
社
は
自
ら
の
存
在
意
義
を
改
め
て

認
識
し
、そ
の
責
を
果
た
す
べ
く
、全
従
業
員
が
総
力
を
結
集
し
て
製
品
の

安
定
供
給
に
努
め
、微
力
な
が
ら「
ま
ち
の
復
興
」や「
暮
ら
し
の
再
建
」に
貢

献
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

復
旧
・
復
興
に
必
要
な
資
材
は
、最
優
先
で
供
給
す
る
体
制
を
整
え
て
お

り
ま
す
の
で
、資
材
供
給
に
関
す
る
ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、弊
社
の

営
業
担
当
窓
口
へ
ご
相
談
頂
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　
一
方
、弊
社
に
お
き
ま
し
て
も
、今
回
の
地
震
に
よ
り
栃
木
工
場
の
生
産
設

備
や
東
北
・
関
東
地
区
の
物
流
倉
庫
が
損
傷
致
し
ま
し
た
。こ
れ
に
東
京
電

力
の
計
画
停
電
の
影
響
も
加
わ
り
、製
品
供
給
面
に一
時
的
な
支
障
が
生
じ

て
お
り
ま
し
た
が
、現
在
は
生
産
機
能
・
物
流
機
能
と
も
平
常
時
の
水
準
ま

で
復
旧
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、原
材
料
メ
ー
カ
ー
の
被
災
等
で
、一
部
の
原
材
料
の
調
達
が
逼
迫
し

た
り
、今
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る
電
力
使
用
制
限
の
実
施
状
況
に
よ
っ
て
は
、

再
び
生
産
が
著
し
く
制
限
を
受
け
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
が
、弊
社
と
致
し

ま
し
て
は
、新
た
な
調
達
先
の
開
拓
や
代
替
材
料
へ
の
切
替
え
、或
い
は
西
日

本
地
区
工
場
の
夏
季
休
暇
短
縮
や
増
産
対
応
等
を
行
な
い
、需
要
に
見

合
っ
た
製
品
の
供
給
量
を
確
保
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、事
情
ご
賢
察
の
上
、ご
理
解
・ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

用途を拡大する
ポリエチレンパイプ
■消火設備配管用 消火用ポリエチレンパイプ
■外層付水道配水用ポリエチレン管「サンプロテクト」

消
火
設
備
配
管
用 

消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

呼
び
径
5
0
、1
5
0
の
消
安
認
定
を
追
加
取
得

　

昨
年
９
月
、呼
び
径
７
５
、１
０
０
の「
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ・

継
手
」に
関
し
て
、財
団
法
人
日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
消
防
庁

告
示
第
１９
号
に
基
づ
く
登
録
認
定
を
取
得
し
、新
た
に「
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
パ
イ
プ・
継
手
」と
し
て
販
売
を
開
始
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、消
防
法
施
行
令

第
３２
条
特
例
申
請
に
よ
る
申
請
な
し
で
、消
火
設
備
配
管
と
し
て
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
そ
の
優
れ
た
特
長
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
埋
設

消
火
配
管
に
使
用
さ
れ
て
き
た
外
面
被
覆
鋼
管（
S
G
P
ー
V
S
）に
代
わ
る

配
管
材
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
電
気
融

着
に
よ
る
E
F
接
合
方
式
の
採
用
に
よ
り
一
体
化
し
た
管
路
を
作
る
た
め
、耐

震
性
に
優
れ
、接
合
部
の
漏
水
の
心
配
が
な
い
。一
方
、外
面
被
覆
鋼
管
の
場
合
、

接
合
部
が
ネ
ジ
接
合
の
た
め
、経
年
と
と
も
に
腐
食
が
起
こ
り
、場
合
に
よ
っ
て

は
漏
水
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、消
火
用
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
パ
イ
プ
は
、施
工
性
の
良
さ
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
。重
量
は
外
面
被
覆
鋼

管
の
約
1
/
3
と
軽
量
で
人
力
に
よ
る
施
工
が
可
能
。施
工
コ
ス
ト
を
押
し
下

げ
る
と
と
も
に
、材
料
費
も
安
価
な
た
め
、工
事
コ
ス
ト
全
体
を
削
減
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
持
つ
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
は
、本
年
3
月
、呼
び
径
５
０
及
び
１
５
０
で
も
登
録
認
定
を
取
得
し
た
た

め
、消
火
設
備
配
管
と
し
て
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

消火設備配管用 消火用ポリエチレンパイプ外層付水道配水用ポリエチレン管 サンプロテクト

紫
外
線
防
護
層
で
露
出
配
管
が
可
能
に

　

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
、紫
外
線
の
影
響
を
避
け
る
た
め
に

管
路
を
埋
設
す
る
必
要
が
あ
る
が
、施
工
場
所
・
条
件
に
よ
っ
て
は
露
出
配
管

が
要
望
さ
れ
て
い
た
。例
え
ば
、重
機
の
入
れ
な
い
山
間
地
や
急
傾
斜
地
で
の

露
出
配
管
や
、橋
へ
設
置
す
る
橋
梁
添
架
な
ど
で
あ
る
。と
く
に
既
設
の
橋
へ

の
添
架
で
は
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
軽
量
の
た
め
、重
量
負
荷
が
少
な
く
、管

の
柔
軟
性
を
活
か
し
た
生
曲
げ
配
管
が
可
能
な
ど
、メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。し
か
し
、

露
出
配
管
で
問
題
と
な
る
の
が
、紫
外
線
や
外
傷
の
問
題
。長
期
間
、屋
外
に

さ
ら
さ
れ
る
と
紫
外
線
に
よ
り
パ
イ
プ
の
性
能
が
劣
化
し
て
し
ま
う
。そ
ん
な

弱
点
を
補
う
た
め
に
開
発
さ
れ
た
の
が
、外
装
付
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

パ
イ
プ「
サ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト
」。カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
を
添
加
し
た
低
密
度
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
樹
脂
で
管
の
外
部
を
覆
う
こ
と
で
、紫
外
線
や
外
面
傷
か
ら
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
パ
イ
プ
を
守
る
。

外
層
付
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ 

サ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト

水道配水用として需要が拡大するポリエチレンパイプ。その要因として、錆びない、軽量、柔軟性など優れた材料特性があげ
られる。また、水道ビジョンや水道事業ガイドラインで耐震管材に認定されたことも見逃せない。このように優れた特性をもつ
ポリエチレンパイプをもっと幅広い用途に使用してもらおうと、クボタシーアイは消火設備配管用や水道配水の露出配管用
に使用できるポリエチレンパイプを開発した。今回は、これらを使った施工現場とともに製品のラインナップを紹介する。

p5参照p5参照

物流倉庫の
消火設備配管

p7参照p7参照

重要文化財の
消火設備配管

p11参照p11参照

急傾斜地での
露出配管
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4
月
1
日
に
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
宇
治
耕
吉
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
ず
、は
じ
め
に
、今
般
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た

皆
様
、関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、国
を
挙
げ
て
復
旧
・
復
興
へ
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、被
災
地
域
が一
日
も
早
く
復
興
し
、被
災
さ
れ
た
皆
様
が
安
心
で
き
る
安

全
で
快
適
な
暮
ら
し
を
取
り
戻
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

弊
社
は
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
整
備
に
不
可
欠
な
配
管
資
材
を
永
年
に
亘
っ
て

市
場
に
提
供
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
多
く
の
需
要
家
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
成
長
発
展
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
回
、未
曾
有
の
大
災
害
に
接
し
、弊
社
は
自
ら
の
存
在
意
義
を
改
め
て

認
識
し
、そ
の
責
を
果
た
す
べ
く
、全
従
業
員
が
総
力
を
結
集
し
て
製
品
の

安
定
供
給
に
努
め
、微
力
な
が
ら「
ま
ち
の
復
興
」や「
暮
ら
し
の
再
建
」に
貢

献
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

復
旧
・
復
興
に
必
要
な
資
材
は
、最
優
先
で
供
給
す
る
体
制
を
整
え
て
お

り
ま
す
の
で
、資
材
供
給
に
関
す
る
ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、弊
社
の

営
業
担
当
窓
口
へ
ご
相
談
頂
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　
一
方
、弊
社
に
お
き
ま
し
て
も
、今
回
の
地
震
に
よ
り
栃
木
工
場
の
生
産
設

備
や
東
北
・
関
東
地
区
の
物
流
倉
庫
が
損
傷
致
し
ま
し
た
。こ
れ
に
東
京
電

力
の
計
画
停
電
の
影
響
も
加
わ
り
、製
品
供
給
面
に一
時
的
な
支
障
が
生
じ

て
お
り
ま
し
た
が
、現
在
は
生
産
機
能
・
物
流
機
能
と
も
平
常
時
の
水
準
ま

で
復
旧
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、原
材
料
メ
ー
カ
ー
の
被
災
等
で
、一
部
の
原
材
料
の
調
達
が
逼
迫
し

た
り
、今
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る
電
力
使
用
制
限
の
実
施
状
況
に
よ
っ
て
は
、

再
び
生
産
が
著
し
く
制
限
を
受
け
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
が
、弊
社
と
致
し

ま
し
て
は
、新
た
な
調
達
先
の
開
拓
や
代
替
材
料
へ
の
切
替
え
、或
い
は
西
日

本
地
区
工
場
の
夏
季
休
暇
短
縮
や
増
産
対
応
等
を
行
な
い
、需
要
に
見

合
っ
た
製
品
の
供
給
量
を
確
保
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、事
情
ご
賢
察
の
上
、ご
理
解
・ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

用途を拡大する
ポリエチレンパイプ
■消火設備配管用 消火用ポリエチレンパイプ
■外層付水道配水用ポリエチレン管「サンプロテクト」

消
火
設
備
配
管
用 

消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

呼
び
径
5
0
、1
5
0
の
消
安
認
定
を
追
加
取
得

　

昨
年
９
月
、呼
び
径
７
５
、１
０
０
の「
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ・

継
手
」に
関
し
て
、財
団
法
人
日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
消
防
庁

告
示
第
１９
号
に
基
づ
く
登
録
認
定
を
取
得
し
、新
た
に「
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
パ
イ
プ・
継
手
」と
し
て
販
売
を
開
始
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、消
防
法
施
行
令

第
３２
条
特
例
申
請
に
よ
る
申
請
な
し
で
、消
火
設
備
配
管
と
し
て
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
そ
の
優
れ
た
特
長
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
埋
設

消
火
配
管
に
使
用
さ
れ
て
き
た
外
面
被
覆
鋼
管（
S
G
P
ー
V
S
）に
代
わ
る

配
管
材
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
電
気
融

着
に
よ
る
E
F
接
合
方
式
の
採
用
に
よ
り
一
体
化
し
た
管
路
を
作
る
た
め
、耐

震
性
に
優
れ
、接
合
部
の
漏
水
の
心
配
が
な
い
。一
方
、外
面
被
覆
鋼
管
の
場
合
、

接
合
部
が
ネ
ジ
接
合
の
た
め
、経
年
と
と
も
に
腐
食
が
起
こ
り
、場
合
に
よ
っ
て

は
漏
水
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、消
火
用
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
パ
イ
プ
は
、施
工
性
の
良
さ
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
。重
量
は
外
面
被
覆
鋼

管
の
約
1
/
3
と
軽
量
で
人
力
に
よ
る
施
工
が
可
能
。施
工
コ
ス
ト
を
押
し
下

げ
る
と
と
も
に
、材
料
費
も
安
価
な
た
め
、工
事
コ
ス
ト
全
体
を
削
減
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
持
つ
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
は
、本
年
3
月
、呼
び
径
５
０
及
び
１
５
０
で
も
登
録
認
定
を
取
得
し
た
た

め
、消
火
設
備
配
管
と
し
て
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

消火設備配管用 消火用ポリエチレンパイプ外層付水道配水用ポリエチレン管 サンプロテクト

紫
外
線
防
護
層
で
露
出
配
管
が
可
能
に

　

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
、紫
外
線
の
影
響
を
避
け
る
た
め
に

管
路
を
埋
設
す
る
必
要
が
あ
る
が
、施
工
場
所
・
条
件
に
よ
っ
て
は
露
出
配
管

が
要
望
さ
れ
て
い
た
。例
え
ば
、重
機
の
入
れ
な
い
山
間
地
や
急
傾
斜
地
で
の

露
出
配
管
や
、橋
へ
設
置
す
る
橋
梁
添
架
な
ど
で
あ
る
。と
く
に
既
設
の
橋
へ

の
添
架
で
は
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
軽
量
の
た
め
、重
量
負
荷
が
少
な
く
、管

の
柔
軟
性
を
活
か
し
た
生
曲
げ
配
管
が
可
能
な
ど
、メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。し
か
し
、

露
出
配
管
で
問
題
と
な
る
の
が
、紫
外
線
や
外
傷
の
問
題
。長
期
間
、屋
外
に

さ
ら
さ
れ
る
と
紫
外
線
に
よ
り
パ
イ
プ
の
性
能
が
劣
化
し
て
し
ま
う
。そ
ん
な

弱
点
を
補
う
た
め
に
開
発
さ
れ
た
の
が
、外
装
付
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

パ
イ
プ「
サ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト
」。カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
を
添
加
し
た
低
密
度
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
樹
脂
で
管
の
外
部
を
覆
う
こ
と
で
、紫
外
線
や
外
面
傷
か
ら
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
パ
イ
プ
を
守
る
。

外
層
付
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ 

サ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト

水道配水用として需要が拡大するポリエチレンパイプ。その要因として、錆びない、軽量、柔軟性など優れた材料特性があげ
られる。また、水道ビジョンや水道事業ガイドラインで耐震管材に認定されたことも見逃せない。このように優れた特性をもつ
ポリエチレンパイプをもっと幅広い用途に使用してもらおうと、クボタシーアイは消火設備配管用や水道配水の露出配管用
に使用できるポリエチレンパイプを開発した。今回は、これらを使った施工現場とともに製品のラインナップを紹介する。

p5参照p5参照

物流倉庫の
消火設備配管

p7参照p7参照

重要文化財の
消火設備配管

p11参照p11参照

急傾斜地での
露出配管
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特集 1

P
消火栓 消火栓

消火栓

消
火
栓

ポンプ

消火用ポリエチレン管路長さ＝約250m

最新の物流システムを火災から  守る消火用ポリエチレンパイプ最新の物流システムを火災から  守る消火用ポリエチレンパイプ

最
新
の
倉
庫
で
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

パ
イ
プ
φ
1
0
0
が
初
採
用

　

仙
台
市
の
中
心
地
か
ら
北
へ
20
㎞
、東
北
自
動

車
道
、大
衡
イ
ン
タ
ー
か
ら
す
ぐ
と
い
う
便
利
な

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
開
発
さ
れ
た
第
一
仙
台
北
部

中
核
工
業
団
地
。仙
台
北
部
中
核
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

構
想
の
中
心
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
の
工
業
団
地
に
は
、す
で
に
大
手

自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
食
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
進

出
し
、業
務
を
開
始
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
活
気
あ
ふ
れ
る
工
業
団
地
に
、新
し
く

倉
庫
を
建
設
し
た
の
が
東
磐
運
送
株
式
会
社
。岩

手
県
一
関
市
に
本
社
を
持
つ
同
社
は
、一
般
運
送

サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬

な
ど
の
特
殊
運
送
、保
管
業
務
と
納
品
代
行
業
務

を
行
う
倉
庫
サ
ー
ビ
ス
な
ど
幅
広
い
業
務
を
行

う
。営
業
エ
リ
ア
は
岩
手
県
を
中
心
に
青
森
、宮

城
県
を
カ
バ
ー
す
る
。そ
し
て
東
北
、北
関
東
地

域
の
自
動
車
産
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
物
流
倉
庫

「
仙
台
北
部
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
」が

本
年
1
月
に
完
成
し
た
。

　

こ
の
倉
庫
の
特
徴
は
、ト
ラ
ッ
ク
が
そ
の
ま
ま

建
物
の
中
に
入
っ
て
荷
物
の
積
み
卸
し
が
で
き

る
低
床
設
計
。ま
た
、雨
や
雪
な
ど
の
影
響
を
受

け
な
い
よ
う
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
採
用
し
て

い
る
。自
動
車
関
連
の
物
流
に
特
化
し
た
こ
の
倉

庫
で
は
、自
動
車
部
品
の
多
回
納
入
に
加
え
、流

通
加
工
や
自
動
車
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
ま
で
対
応

す
る
。東
磐
運
送
が
新
し
い
モ
デ
ル
倉
庫
と
し
て

位
置
づ
け
る
こ
の
倉
庫
の
工
事
が
始
ま
っ
た
の

が
昨
年
9
月
。1
月
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事
が

急
ピ
ッ
チ
に
進
め
ら
れ
た
。と
り
わ
け
屋
外
消
火

設
備
配
管
は
工
期
が
短
く
、基
礎
部
分
の
完
成
後
、

数
日
間
。そ
ん
な
短
い
工
期
を
可
能
に
し
た
の
が
、

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
。水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ（
日
本

水
道
協
会
規
格
J
W
W
A 

K 

1
4
4
）で
消
火

設
備
用
途
と
し
て（
財
）日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン

タ
ー
の
認
定
取
得
後
、初
め
て
の
採
用
で
あ
る
。

生
曲
げ
配
管
で
ベ
ン
ド
の
数
を
削
減

　

短
期
間
で
の
配
管
を
完
成
さ
せ
た
株
式
会
社

ユ
ア
テ
ッ
ク
仙
台
営
業
所
の
千
葉
佳
樹
さ
ん
は
、

従
来
の
V
S
管（
外
面
被
覆
鋼
管
）と
の
施
工
性

の
違
い
を
指
摘
し
た
。「
V
S
管
の
ね
じ
込
み
式

で
あ
れ
ば
、管
材
は
一
人
で
持
つ
こ
と
も
で
き
ず
、

施
工
で
き
る
の
は
一
日
20
m
が
い
い
と
こ
ろ
。そ

れ
が
今
回
の
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
で

は
、軽
く
て
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
し
や
す
い
管
材
と
手

順
が
簡
単
な
E
F
接
合
の
お
陰
で
、一
日
40
m
ま

で
施
工
距
離
が
伸
び
た
」。さ
ら
に
、施
工
ス
ピ
ー

ド
が
上
が
っ
た
要
因
に
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

の
柔
軟
性
を
あ
げ
る
。建
物
の
基
礎
部
分
に
は
凹

凸
が
あ
り
、鋼
管
で
あ
れ
ば
ベ
ン
ド
を
多
用
し
な

い
と
い
け
な
い
。し
か
し
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ
の
管
路
で
あ
れ
ば
生
曲
げ
配
管
が
可
能
な
た

め
、ベ
ン
ド
を
使
用
せ
ず
配
管
が
で
き
た
。千
葉

さ
ん
は
、「
ベ
ン
ド
の
数
を
減
ら
す
と
い
う
こ
と

は
、施
工
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、コ

ス
ト
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、漏
水
な
ど
の
可
能

性
も
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」と
い
ろ
い
ろ
な
メ

リ
ッ
ト
を
語
っ
た
。

漏
水
の
心
配
が
な
い
消
火
用
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
パ
イ
プ

　

一
方
、消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
採
用

を
決
め
た
株
式
会
社
大
林
組
東
北
支
店
の
伊
地

知
海
さ
ん
は
、採
用
理
由
と
し
て
こ
れ
ま
で
主
に

使
わ
れ
て
き
た
V
S
管
の
問
題
点
に
言
及
し
た
。

「
V
S
管
の
場
合
、ど
う
し
て
も
継
手
の
部
分
で

経
年
と
と
も
に
劣
化
し
、漏
水
の
事
例
が
多
い
。

漏
水
が
発
生
す
る
と
、漏
水
個
所
の
特
定
か
ら
改

修
工
事
ま
で
大
変
な
作
業
に
な
る
」。そ
こ
で
、漏

水
を
し
な
い
管
材
は
な
い
か
と
探
し
て
い
た
時

に
行
き
着
い
た
の
が
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
消
火

用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
だ
っ
た
。「
も
ち
ろ
ん
、

高
価
な
管
材
を
使
え
ば
漏
水
は
防
げ
る
。し
か
し
、

工
事
全
体
の
コ
ス
ト
が
厳
し
く
な
る
中
、コ
ス
ト

ア
ッ
プ
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。消
火
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
な
ら
水
道
本
管
で
実
績
の

あ
る
E
F
接
合
で
漏
水
の
可
能
性
も
極
め
て
低

く
な
り
、管
材
費
用
も
V
S
管
の
約
2
、3
割
は

安
く
な
る
」と
コ
ス
ト
面
で
の
優
位
性
も
評
価
し

た
。ま
た
、（
財
）日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー

の
認
定
を
取
得
し
て
い
る
の
で
、今
後
、屋
外
埋

設
消
火
配
管
で
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

の
採
用
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
す
る
。

　

岩
手
県
南
部
か
ら
宮
城
県
北
部
に
か
け
て
の

地
域
は
、我
が
国
の
新
し
い
自
動
車
生
産
拠
点

と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。そ
の
自
動

車
生
産
に
不
可
欠
な
部
品
物
流
で
中
心
的
な
役

割
を
担
う
新
し
い
倉
庫
が
稼
働
し
始
め
た
。そ

れ
は
同
時
に
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
と

い
う
新
し
い
配
管
材
に
よ
る
消
火
設
備
の
始
ま

り
で
も
あ
る
。長
期
に
渡
っ
て
漏
水
等
の
無
い

安
定
し
た
管
路
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、地
震
が

多
い
地
域
だ
け
に
、耐
震
管
と
し
て
の
性
能
に

も
期
待
が
か
か
る
。

toban 仙台北部ロジスティックスセンター
敷地面積：10,931㎡
建物面積：  5,520㎡

全天候型多目的物流センター

消火用ポリエチレンパイプφ100を生曲げで配管。

基礎の凸部もベンドを使用せず
生曲げ配管

おなじみのEF接合は水道と同じ要領

施工の出番を待つ、
消火用ポリエチレンの継手類

消火用EF90°ベンドを
使った配管

消火栓への立ち上がり部

配管概略図

株式会社大林組
東北支店

伊地知 海さん

株式会社ユアテック
仙台北営業所
千葉 佳樹さん

東磐運送株式会社
菅原 良徳さん

東磐運送株式会社
昆野 弘一さん
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P
消火栓 消火栓

消火栓

消
火
栓

ポンプ

消火用ポリエチレン管路長さ＝約250m

最新の物流システムを火災から  守る消火用ポリエチレンパイプ最新の物流システムを火災から  守る消火用ポリエチレンパイプ

最
新
の
倉
庫
で
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

パ
イ
プ
φ
1
0
0
が
初
採
用

　

仙
台
市
の
中
心
地
か
ら
北
へ
20
㎞
、東
北
自
動

車
道
、大
衡
イ
ン
タ
ー
か
ら
す
ぐ
と
い
う
便
利
な

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
開
発
さ
れ
た
第
一
仙
台
北
部

中
核
工
業
団
地
。仙
台
北
部
中
核
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

構
想
の
中
心
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
の
工
業
団
地
に
は
、す
で
に
大
手

自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
食
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
進

出
し
、業
務
を
開
始
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
活
気
あ
ふ
れ
る
工
業
団
地
に
、新
し
く

倉
庫
を
建
設
し
た
の
が
東
磐
運
送
株
式
会
社
。岩

手
県
一
関
市
に
本
社
を
持
つ
同
社
は
、一
般
運
送

サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬

な
ど
の
特
殊
運
送
、保
管
業
務
と
納
品
代
行
業
務

を
行
う
倉
庫
サ
ー
ビ
ス
な
ど
幅
広
い
業
務
を
行

う
。営
業
エ
リ
ア
は
岩
手
県
を
中
心
に
青
森
、宮

城
県
を
カ
バ
ー
す
る
。そ
し
て
東
北
、北
関
東
地

域
の
自
動
車
産
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
物
流
倉
庫

「
仙
台
北
部
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
」が

本
年
1
月
に
完
成
し
た
。

　

こ
の
倉
庫
の
特
徴
は
、ト
ラ
ッ
ク
が
そ
の
ま
ま

建
物
の
中
に
入
っ
て
荷
物
の
積
み
卸
し
が
で
き

る
低
床
設
計
。ま
た
、雨
や
雪
な
ど
の
影
響
を
受

け
な
い
よ
う
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
採
用
し
て

い
る
。自
動
車
関
連
の
物
流
に
特
化
し
た
こ
の
倉

庫
で
は
、自
動
車
部
品
の
多
回
納
入
に
加
え
、流

通
加
工
や
自
動
車
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
ま
で
対
応

す
る
。東
磐
運
送
が
新
し
い
モ
デ
ル
倉
庫
と
し
て

位
置
づ
け
る
こ
の
倉
庫
の
工
事
が
始
ま
っ
た
の

が
昨
年
9
月
。1
月
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事
が

急
ピ
ッ
チ
に
進
め
ら
れ
た
。と
り
わ
け
屋
外
消
火

設
備
配
管
は
工
期
が
短
く
、基
礎
部
分
の
完
成
後
、

数
日
間
。そ
ん
な
短
い
工
期
を
可
能
に
し
た
の
が
、

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
。水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ（
日
本

水
道
協
会
規
格
J
W
W
A 

K 

1
4
4
）で
消
火

設
備
用
途
と
し
て（
財
）日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン

タ
ー
の
認
定
取
得
後
、初
め
て
の
採
用
で
あ
る
。

生
曲
げ
配
管
で
ベ
ン
ド
の
数
を
削
減

　

短
期
間
で
の
配
管
を
完
成
さ
せ
た
株
式
会
社

ユ
ア
テ
ッ
ク
仙
台
営
業
所
の
千
葉
佳
樹
さ
ん
は
、

従
来
の
V
S
管（
外
面
被
覆
鋼
管
）と
の
施
工
性

の
違
い
を
指
摘
し
た
。「
V
S
管
の
ね
じ
込
み
式

で
あ
れ
ば
、管
材
は
一
人
で
持
つ
こ
と
も
で
き
ず
、

施
工
で
き
る
の
は
一
日
20
m
が
い
い
と
こ
ろ
。そ

れ
が
今
回
の
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
で

は
、軽
く
て
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
し
や
す
い
管
材
と
手

順
が
簡
単
な
E
F
接
合
の
お
陰
で
、一
日
40
m
ま

で
施
工
距
離
が
伸
び
た
」。さ
ら
に
、施
工
ス
ピ
ー

ド
が
上
が
っ
た
要
因
に
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

の
柔
軟
性
を
あ
げ
る
。建
物
の
基
礎
部
分
に
は
凹

凸
が
あ
り
、鋼
管
で
あ
れ
ば
ベ
ン
ド
を
多
用
し
な

い
と
い
け
な
い
。し
か
し
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ
の
管
路
で
あ
れ
ば
生
曲
げ
配
管
が
可
能
な
た

め
、ベ
ン
ド
を
使
用
せ
ず
配
管
が
で
き
た
。千
葉

さ
ん
は
、「
ベ
ン
ド
の
数
を
減
ら
す
と
い
う
こ
と

は
、施
工
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、コ

ス
ト
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、漏
水
な
ど
の
可
能

性
も
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」と
い
ろ
い
ろ
な
メ

リ
ッ
ト
を
語
っ
た
。

漏
水
の
心
配
が
な
い
消
火
用
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
パ
イ
プ

　

一
方
、消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
採
用

を
決
め
た
株
式
会
社
大
林
組
東
北
支
店
の
伊
地

知
海
さ
ん
は
、採
用
理
由
と
し
て
こ
れ
ま
で
主
に

使
わ
れ
て
き
た
V
S
管
の
問
題
点
に
言
及
し
た
。

「
V
S
管
の
場
合
、ど
う
し
て
も
継
手
の
部
分
で

経
年
と
と
も
に
劣
化
し
、漏
水
の
事
例
が
多
い
。

漏
水
が
発
生
す
る
と
、漏
水
個
所
の
特
定
か
ら
改

修
工
事
ま
で
大
変
な
作
業
に
な
る
」。そ
こ
で
、漏

水
を
し
な
い
管
材
は
な
い
か
と
探
し
て
い
た
時

に
行
き
着
い
た
の
が
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
消
火

用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
だ
っ
た
。「
も
ち
ろ
ん
、

高
価
な
管
材
を
使
え
ば
漏
水
は
防
げ
る
。し
か
し
、

工
事
全
体
の
コ
ス
ト
が
厳
し
く
な
る
中
、コ
ス
ト

ア
ッ
プ
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。消
火
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
な
ら
水
道
本
管
で
実
績
の

あ
る
E
F
接
合
で
漏
水
の
可
能
性
も
極
め
て
低

く
な
り
、管
材
費
用
も
V
S
管
の
約
2
、3
割
は

安
く
な
る
」と
コ
ス
ト
面
で
の
優
位
性
も
評
価
し

た
。ま
た
、（
財
）日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー

の
認
定
を
取
得
し
て
い
る
の
で
、今
後
、屋
外
埋

設
消
火
配
管
で
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

の
採
用
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
す
る
。

　

岩
手
県
南
部
か
ら
宮
城
県
北
部
に
か
け
て
の

地
域
は
、我
が
国
の
新
し
い
自
動
車
生
産
拠
点

と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。そ
の
自
動

車
生
産
に
不
可
欠
な
部
品
物
流
で
中
心
的
な
役

割
を
担
う
新
し
い
倉
庫
が
稼
働
し
始
め
た
。そ

れ
は
同
時
に
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
と

い
う
新
し
い
配
管
材
に
よ
る
消
火
設
備
の
始
ま

り
で
も
あ
る
。長
期
に
渡
っ
て
漏
水
等
の
無
い

安
定
し
た
管
路
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、地
震
が

多
い
地
域
だ
け
に
、耐
震
管
と
し
て
の
性
能
に

も
期
待
が
か
か
る
。

toban 仙台北部ロジスティックスセンター
敷地面積：10,931㎡
建物面積：  5,520㎡

全天候型多目的物流センター

消火用ポリエチレンパイプφ100を生曲げで配管。

基礎の凸部もベンドを使用せず
生曲げ配管

おなじみのEF接合は水道と同じ要領

施工の出番を待つ、
消火用ポリエチレンの継手類

消火用EF90°ベンドを
使った配管

消火栓への立ち上がり部

配管概略図

株式会社大林組
東北支店

伊地知 海さん

株式会社ユアテック
仙台北営業所
千葉 佳樹さん

東磐運送株式会社
菅原 良徳さん

東磐運送株式会社
昆野 弘一さん
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水道配水用ポリエチレン  パイプ&消火用ポリエチレンパイプ
日本伝統の古民家を火災から守る

水道配水用ポリエチレン  パイプ&消火用ポリエチレンパイプ

急斜面の露出配管をスピードアップする
「サンプロテクト」

消火栓も木製の
外装が施され、
景観に配慮され
ている。

消
火
設
備
管
路
が
老
朽
化

　

日
本
の
中
山
間
地
域
で
は
、高
齢
化
・
過
疎
化

が
進
行
し
、多
く
の
日
本
家
屋
が
姿
を
消
し
て
い

る
。中
に
は
今
後
、再
現
で
き
な
い
ほ
ど
の
重
要

な
建
物
も
あ
る
。そ
ん
な
貴
重
な
日
本
家
屋
を
保

存
す
る
た
め
、川
崎
市
立
日
本
民
家
園
で
は
主
に

東
日
本
の
古
民
家
を
移
築
し
、展
示
し
て
い
る
。

江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
20
軒
を
超
え
る
建

物
は
、国
指
定
重
要
文
化
財
、神
奈
川
県
指
定
重

要
文
化
財
、川
崎
市
重
要
歴
史
記
念
物
に
指
定
さ

れ
た
重
要
建
造
物
。そ
れ
ぞ
れ
の
風
情
を
損
ね
な

い
よ
う
生
田
緑
地
の
広
い
丘
陵
地
帯
に
配
置
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
文
化
財
を
保
有
す
る
日

本
民
家
園
が
現
在
、課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
、消
火
設
備
の
更
新
と
耐
震
性
の
向
上
。

消
火
設
備
に
関
し
て
は
昭
和
42
年
の
開
館
か
ら

40
年
以
上
経
過
し
、消
火
設
備
配
管
も
開
館
当
時

の
ま
ま
で
老
朽
化
が
著
し
い
。管
路
で
の
漏
水
や

バ
ル
ブ
の
不
具
合
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。ま
た
、

高
低
差
の
あ
る
と
こ
ろ
に
古
民
家
が
建
っ
て
お

り
、水
道
直
結
の
現
在
の
消
火
設
備
で
は
、二
軒

以
上
の
建
物
へ
の
消
火
能
力
不
足
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
φ
1
0
0
〜

φ
2
0
0
で
布
設
替
え

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
調
査
が
開

始
さ
れ
た
の
が
、平
成
20
年
。そ
の
後
、総
合
防
災

設
備
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、平
成
22
年
よ
り
本

格
的
な
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。工
事
を
請
け
負

う
J
F
E
コ
ン
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社
の
蒔
野
登

さ
ん
に
消
火
施
設
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
。今
回
の
工
事
で
は
、丘
陵
地
の
上
部
に

3
3
0
m3

の
貯
水
池
を
新
た
に
建
設
し
、そ
こ
か

ら
水
道
本
管
を
斜
面
に
下
ろ
し
、3
軒
の
古
民
家

で
分
岐
さ
せ
、そ
れ
ら
の
周
り
に
消
火
栓
や
ド
レ

ン
チ
ャ
ー
※
用
の
消
火
設
備
配
管
を
行
う
と
の

こ
と
。

　

蒔
野
さ
ん
が
工
事
の
ポ
イ
ン
ト
と
と
し
て
あ

げ
た
の
が
、急
斜
面
で
の
φ
2
0
0
の
水
道
本
管

の
布
設
。重
機
が
使
用
で
き
ず
人
力
で
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。そ
の
よ
う
な
困
難
な
現

場
で
工
事
を
可
能
に
し
た
の
が
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア

イ
の
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
だ
っ

た
。「
φ
2
0
0
、5
m
の
パ
イ
プ
1
本
で
あ
れ
ば

2
人
で
の
作
業
が
可
能
。ま
た
、管
の
接
合
も
し

や
す
い
の
で
雨
や
雪
な
ど
の
中
断
に
も
か
か
わ

ら
ず
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
工
事
が
進
行
し
て
い

る
」と
施
工
性
の
良
さ
を
評
価
し
た
。ま
た
、水
道

本
管
か
ら
古
民
家
の
周
り
へ
の
消
火
設
備
配
管

で
は
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
φ

1
5
0
と
発
売
さ
れ
た
ば
か
り
の
消
火
用
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
φ
1
0
0
が
採
用
さ
れ
た
。

2
個
同
時
通
電
工
法
で
接
合
を
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ

　

工
事
を
担
当
し
た
の
は
一
般
水
道
工
事
や
住

宅
の
給
排
水
工
事
を
行
う
株
式
会
社
一
本
松
工

業
。今
回
、初
め
て
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

パ
イ
プ
で
施
工
を
行
っ
た
。現
場
を
指
揮
す
る
高

木
辰
己
さ
ん
は
、「
管
路
を
作
り
上
げ
て
い
く

E
F
接
合
は
各
工
程
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
の

で
、初
め
て
の
施
工
で
も
心
配
は
な
い
。い
つ
も

行
っ
て
い
る
鋳
鉄
管
の
工
事
よ
り
も
簡
単
で
あ

る
」と
工
事
の
感
想
を
語
っ
た
。

　

古
民
家
の
周
り
の
消
火
設
備
配
管
で
は
、一
軒

毎
に
数
多
く
の
ド
レ
ン
チ
ャ
ー
が
設
置
さ
れ
る

た
め
、分
岐
で
使
用
す
る
フ
ラ
ン
ジ
付
き
E
F
チ

ー
ズ
も
多
い
。こ
れ
ら
フ
ラ
ン
ジ
付
き
E
F
チ
ー

ズ
と
直
管
を
接
続
す
る
E
F
接
合
の
ス
ピ
ー
ド

が
工
事
の
進
捗
を
左
右
す
る
。高
木
さ
ん
は
、「
2
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蒔野登さん
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日本民家園　作田家住宅
千葉県、九十九里浜地引き網漁の網元の家。

棟を別にする分棟型民家。17世紀後期に建築。
国指定重要文化財

作田家の周りの消火設備配管。ドレンチャー用の分岐が数mごとに設けられる。

急勾配に布設されたφ200の水道配水用ポリエチレンパイプ

消火用ポリエチレンパイプと
消火用EF90°ベンドでの配管

現在のドレンチャー。数メートル間隔で並ぶ。

フランジ付きEFチーズから
ドレンチャー用の配管。

日本伝統の古民家を火災から守る

口
同
時
に
接
合
が
で
き
る
2
個
同
時
通
電
工
法

で
E
F
接
合
が
効
率
よ
く
で
き
た
の
で
、よ
り
一

層
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
き
た
」と
語
っ
た
。

　

工
事
の
取
材
中
に
も
団
体
客
や
外
国
人
観
光

客
が
園
内
の
古
民
家
を
熱
心
に
見
学
す
る
姿
が

見
ら
れ
、日
本
の
伝
統
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
伝

え
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。こ
の
大
切

な
古
民
家
を
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
も
、防
災

設
備
の
充
実
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

今
回
の
工
事
が
終
了
し
た
後
、残
り
の
古
民
家

の
消
火
設
備
配
管
や
ポ
ン
プ
設
備
な
ど
の
工
事

が
平
成
26
年
ま
で
続
く
予
定
で
あ
る
。全
体
の
設

備
が
完
成
す
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う

で
は
あ
る
が
、万
が
一
の
火
災
や
地
震
に
備
え
て
、

耐
震
管
と
認
定
さ
れ
た
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
パ
イ
プ
と
消
火
設
備
配
管
用
に
認
定
さ
れ

た
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
役
割
は
大

き
い
。

※
ド
レ
ン
チ
ャ
ー
：
火
災
発
生
時
に
延
焼
が
広
が

る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、壁
な
ど
に
水
を
噴
射
し
、

膜
を
作
る
こ
と
で
防
火
す
る
装
置
。軒
下
や
窓
の

上
に
設
置
す
る
場
合
が
多
く
、重
要
木
造
建
造
物

（
寺
社
な
ど
）の
他
、耐
火
構
造
物
の
開
口
部
な
ど

に
設
け
ら
れ
る
。
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火
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朽
化

　

日
本
の
中
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間
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域
で
は
、高
齢
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・
過
疎
化

が
進
行
し
、多
く
の
日
本
家
屋
が
姿
を
消
し
て
い

る
。中
に
は
今
後
、再
現
で
き
な
い
ほ
ど
の
重
要

な
建
物
も
あ
る
。そ
ん
な
貴
重
な
日
本
家
屋
を
保

存
す
る
た
め
、川
崎
市
立
日
本
民
家
園
で
は
主
に

東
日
本
の
古
民
家
を
移
築
し
、展
示
し
て
い
る
。

江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
20
軒
を
超
え
る
建

物
は
、国
指
定
重
要
文
化
財
、神
奈
川
県
指
定
重

要
文
化
財
、川
崎
市
重
要
歴
史
記
念
物
に
指
定
さ

れ
た
重
要
建
造
物
。そ
れ
ぞ
れ
の
風
情
を
損
ね
な

い
よ
う
生
田
緑
地
の
広
い
丘
陵
地
帯
に
配
置
さ

れ
て
い
る
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こ
の
よ
う
に
多
く
の
文
化
財
を
保
有
す
る
日

本
民
家
園
が
現
在
、課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
、消
火
設
備
の
更
新
と
耐
震
性
の
向
上
。

消
火
設
備
に
関
し
て
は
昭
和
42
年
の
開
館
か
ら

40
年
以
上
経
過
し
、消
火
設
備
配
管
も
開
館
当
時

の
ま
ま
で
老
朽
化
が
著
し
い
。管
路
で
の
漏
水
や

バ
ル
ブ
の
不
具
合
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。ま
た
、

高
低
差
の
あ
る
と
こ
ろ
に
古
民
家
が
建
っ
て
お

り
、水
道
直
結
の
現
在
の
消
火
設
備
で
は
、二
軒

以
上
の
建
物
へ
の
消
火
能
力
不
足
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
調
査
が
開

始
さ
れ
た
の
が
、平
成
20
年
。そ
の
後
、総
合
防
災

設
備
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、平
成
22
年
よ
り
本

格
的
な
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。工
事
を
請
け
負

う
J
F
E
コ
ン
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社
の
蒔
野
登

さ
ん
に
消
火
施
設
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
。今
回
の
工
事
で
は
、丘
陵
地
の
上
部
に

3
3
0
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の
貯
水
池
を
新
た
に
建
設
し
、そ
こ
か

ら
水
道
本
管
を
斜
面
に
下
ろ
し
、3
軒
の
古
民
家

で
分
岐
さ
せ
、そ
れ
ら
の
周
り
に
消
火
栓
や
ド
レ

ン
チ
ャ
ー
※
用
の
消
火
設
備
配
管
を
行
う
と
の

こ
と
。

　

蒔
野
さ
ん
が
工
事
の
ポ
イ
ン
ト
と
と
し
て
あ

げ
た
の
が
、急
斜
面
で
の
φ
2
0
0
の
水
道
本
管

の
布
設
。重
機
が
使
用
で
き
ず
人
力
で
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。そ
の
よ
う
な
困
難
な
現

場
で
工
事
を
可
能
に
し
た
の
が
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア

イ
の
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
だ
っ

た
。「
φ
2
0
0
、5
m
の
パ
イ
プ
1
本
で
あ
れ
ば

2
人
で
の
作
業
が
可
能
。ま
た
、管
の
接
合
も
し

や
す
い
の
で
雨
や
雪
な
ど
の
中
断
に
も
か
か
わ

ら
ず
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
工
事
が
進
行
し
て
い

る
」と
施
工
性
の
良
さ
を
評
価
し
た
。ま
た
、水
道

本
管
か
ら
古
民
家
の
周
り
へ
の
消
火
設
備
配
管

で
は
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
φ

1
5
0
と
発
売
さ
れ
た
ば
か
り
の
消
火
用
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
φ
1
0
0
が
採
用
さ
れ
た
。

2
個
同
時
通
電
工
法
で
接
合
を
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ

　

工
事
を
担
当
し
た
の
は
一
般
水
道
工
事
や
住

宅
の
給
排
水
工
事
を
行
う
株
式
会
社
一
本
松
工

業
。今
回
、初
め
て
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

パ
イ
プ
で
施
工
を
行
っ
た
。現
場
を
指
揮
す
る
高

木
辰
己
さ
ん
は
、「
管
路
を
作
り
上
げ
て
い
く

E
F
接
合
は
各
工
程
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
の

で
、初
め
て
の
施
工
で
も
心
配
は
な
い
。い
つ
も

行
っ
て
い
る
鋳
鉄
管
の
工
事
よ
り
も
簡
単
で
あ

る
」と
工
事
の
感
想
を
語
っ
た
。

　

古
民
家
の
周
り
の
消
火
設
備
配
管
で
は
、一
軒

毎
に
数
多
く
の
ド
レ
ン
チ
ャ
ー
が
設
置
さ
れ
る

た
め
、分
岐
で
使
用
す
る
フ
ラ
ン
ジ
付
き
E
F
チ

ー
ズ
も
多
い
。こ
れ
ら
フ
ラ
ン
ジ
付
き
E
F
チ
ー

ズ
と
直
管
を
接
続
す
る
E
F
接
合
の
ス
ピ
ー
ド

が
工
事
の
進
捗
を
左
右
す
る
。高
木
さ
ん
は
、「
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ドレンチャー用の配管。

日本伝統の古民家を火災から守る

口
同
時
に
接
合
が
で
き
る
2
個
同
時
通
電
工
法

で
E
F
接
合
が
効
率
よ
く
で
き
た
の
で
、よ
り
一

層
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
き
た
」と
語
っ
た
。

　

工
事
の
取
材
中
に
も
団
体
客
や
外
国
人
観
光

客
が
園
内
の
古
民
家
を
熱
心
に
見
学
す
る
姿
が

見
ら
れ
、日
本
の
伝
統
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
伝

え
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。こ
の
大
切

な
古
民
家
を
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
も
、防
災

設
備
の
充
実
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

今
回
の
工
事
が
終
了
し
た
後
、残
り
の
古
民
家

の
消
火
設
備
配
管
や
ポ
ン
プ
設
備
な
ど
の
工
事

が
平
成
26
年
ま
で
続
く
予
定
で
あ
る
。全
体
の
設

備
が
完
成
す
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う

で
は
あ
る
が
、万
が
一
の
火
災
や
地
震
に
備
え
て
、

耐
震
管
と
認
定
さ
れ
た
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
パ
イ
プ
と
消
火
設
備
配
管
用
に
認
定
さ
れ

た
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
役
割
は
大

き
い
。

※
ド
レ
ン
チ
ャ
ー
：
火
災
発
生
時
に
延
焼
が
広
が

る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、壁
な
ど
に
水
を
噴
射
し
、

膜
を
作
る
こ
と
で
防
火
す
る
装
置
。軒
下
や
窓
の

上
に
設
置
す
る
場
合
が
多
く
、重
要
木
造
建
造
物

（
寺
社
な
ど
）の
他
、耐
火
構
造
物
の
開
口
部
な
ど

に
設
け
ら
れ
る
。

川崎市立 日本民家園
川崎市多摩区枡形7-1-1
TEL044-922-2181
最寄り駅：小田急線「向ケ丘遊園」徒歩約13分
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製品一覧
■消火用PE管（5m）

製品一覧
■直　管

■消火用チーズ

クボタシーアイの
水道配水用ポリエチレンパイプが
消火設備用途で
（財）日本消防設備安全センターの
登録認定を取得。

製品案内製品案内
消火設備配管用 
消火用ポリエチレンパイプ・継手

外層付水道配水用ポリエチレン管　サンプロテクト

急斜面の露出配管をスピードアップする
「サンプロテクト」

ポリエチレン管を紫外線・外面傷から守る！
新たに呼び径50と150で
（財）日本消防設備安全センターの登録認定を取得

カーボンブラック
の効果により

紫外線の透過を防止
保護層により
傷を抑制

普通のポリエチレン管 サンプロテクト
露出配管に 橋梁添架配管に

用　途

内管：水道配水用ポリエチレンパイプ
φ50～150：JWWA K 144 規格品

保護層（外層：低密度ポリエチレン）

呼び径    
50
75
100
150

NEWNEW

NEWNEW

 呼び径
50
75
100
150

 呼び径
50
75
100
150

■外層付EFベンド＜両受型＞ ■外層付EFソケット
 呼び径 
50
75
100
150

 90°
企画中
●
●
●

 45°
企画中
●
●
●

 22°1/2
企画中
●
●
●

 11°1/4
企画中
●
●
●

呼び径    
50NEWNEW

■消火用EFソケット 呼び径    
50
75
100
150

NEWNEW

NEWNEW

■消火用レデューサ 呼び径    
50
75
100
150

NEWNEW

NEWNEW

■消火用EF90°ベンド呼び径    
75x50
100x75
150x100

NEWNEW

NEWNEW

呼び径    
75x75
100x75
150x75NEWNEW

■消火用SUSフランジ
　（JIS 10K、GF形） 呼び径    

50
75
100
150

NEWNEW

NEWNEW

■消火用EFチーズ 
呼び径    
75x50
100x75
100x100
150x150

NEWNEW

NEWNEW

■消火用キャップ 呼び径    
50
75
100
150

NEWNEW

NEWNEW

■消火用SUSフランジ付きEFチーズ
　（JIS 10K、GF形）

 呼び径
50
75
100
150

■外層付水道フランジ
　(SUS)［RF形・GF形］

 呼び径   
75x75
100x75
150x75

■外層付きフランジ付きEFチーズ
　＜両受型＞［RF形・GF形］

 呼び径
50
75
100
150

■外層付JIS 10Kフランジ
　(SUS)［RF形・GF形］ 呼び径 

75x50
100x75
150x100

■外層付レデューサ

RF形

GF形

RF形

GF形

75x75
100x75

150x75

企画中

企画中

企画中

企画中

※呼び径50、150は販売準備中です。販売開始時期については、弊社までお問い合わせください。

企画中

●日本水道協会規格JWWA K 144の寸法体系を採用
●呼び径に近い内径で優れた流量を確保

耐震性 施工性 耐食性

特集 1
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急斜面の露出配管に  威力を発揮する“サンプロテクト”急斜面の露出配管に  威力を発揮する“サンプロテクト”

急斜面の露出配管をスピードアップする
「サンプロテクト」

電極部分の仕上げ
ＥＦ接合部は外観を
考慮して電極を切除。

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
内
の
施
工
現
場

　

大
阪
府
の
北
部
に
位
置
す
る
箕
面
市
は 

、「
み

ど
り
と
子
育
て
の
町 

箕
面
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
と
す
る
大
阪
都
市
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
。阪

急
箕
面
駅
を
中
心
と
し
た
高
級
住
宅
地
が
市
の

南
部
に
広
が
り
、人
口
の
大
半
が
集
中
す
る
。一

方
、中
部
か
ら
北
部
へ
と
続
く
山
地
は
市
の
３
分

の
２
を
占
め
、そ
こ
に
は
野
生
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

群
れ
で
有
名
な
明
治
の
森
国
定
公
園
が
あ
る
。こ

の
公
園
周
辺
に
は
箕
面
大
滝
へ
と
続
く
人
気
の

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
り
、紅
葉
の
季
節
に
は

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

　

今
回
、施
工
現
場
と
な
っ
た
の
が
、そ
ん
な
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
一
つ
。山
腹
に
あ
る
配
水
池

か
ら
山
裾
の
住
宅
地
へ
高
低
差
を
利
用
し
た
管

路
で
水
道
水
を
供
給
し
て
い
る
。し
か
し
、布
設

か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
、管
路
の
老
朽
化
と
と

も
に
管
内
部
の
閉
塞
な
ど
の
問
題
が
発
生
。布
設

替
え
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
。

山
間
部
の
施
工
に
優
れ
た
水
道
配
水
用

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

　

布
設
替
え
の
対
象
と
な
っ
た
配
管
は
、曲
が
り

く
ね
っ
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
沿
い
の
埋
設
部

分
と
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
か
ら
谷
側
に
入
っ
た

斜
面
沿
い
の
露
出
部
分
。通
常
の
配
管
作
業
と
比

べ
て
重
機
の
利
用
が
大
き
く
制
限
さ
れ
る
た
め
、

施
工
性
へ
の
配
慮
、ま
た
耐
震
管
路
の
構
築
は
必

須
条
件
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
選
ば
れ
た
の
が
、ク

ボ
タ
シ
ー
ア
イ
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
。軽
量
、施
工
の
し
や
す
さ
に
加
え
て
耐
震

性
の
高
さ
が
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

箕
面
市
上
下
水
道
局
水
道
工
務
課
の
橋
本
圭

司
さ
ん
は
、「
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ
の
こ
れ
ま
で
の
採
用
実
績
や
採
用
現
場
、さ
ら

に
地
震
被
害
の
追
跡
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
耐
震

性
な
ど
を
総
合
的
に
評
価
し
た
結
果
、採
用
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
」と
語
っ
た
。

　

ま
た
、配
管
工
事
を
担
当
す
る
安
田
株
式
会
社
、

大
阪
支
店
工
事
部
の
竹
内
崇
さ
ん
は
、「
水
道
配

水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
良
い
と
こ
ろ
は

管
の
移
動
に
重
機
を
用
い
な
い
こ
と
。接
合
方
法

も
解
り
や
す
く
確
実
。」と
施
工
性
の
良
さ
を
評

価
。さ
ら
に
、「
管
に
柔
軟
性
が
あ
る
た
め
、多
少

の
曲
が
り
は
生
曲
げ
等
で
調
整
可
能
な
の
が
露

出
配
管
の
箇
所
で
も
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
」

と
語
っ
た
。

急
斜
面
に
外
層
付
水
道
配
水
用

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管〝
サ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト
〞

　

工
事
で
最
大
の
難
関
と
な
っ
た
の
が
、最
大
斜

度
 30°
の
急
斜
面
に
沿
っ
た
露
出
配
管
。こ
こ
に
は

数
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
設
置
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
に
古
い
鋼
管
が
固
定
さ
れ
、同

様
の
配
管
材
で
布
設
替
え
す
る
と
な
る
と
重
機

が
入
れ
ず
、困
難
な
施
工
が
予
想
さ
れ
た
。橋
本

さ
ん
は
当
初
、「
露
出
用
の
配
管
材
で
は
な
い
の

で
保
護
が
必
要
に
な
る
が
、現
場
の
状
況
や
工
事

の
安
全
面
か
ら
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

を
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
か
」と
考
え
て
い
た
。

　

そ
ん
な
時
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
か
ら
紹
介
さ
れ

た
の
が
、外
層
付
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

〝
サ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト
〞。サ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト
は
、表

面
に
低
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
保
護
層
を
設
け
、

内
層
管
で
あ
る
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
を
紫
外
線
や
キ
ズ
か
ら
防
護
す
る
。耐
震
性

に
優
れ
た
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

を
露
出
部
分
に
使
用
で
き
る
の
で
、本
件
の
よ
う

な
工
事
に
は
打
っ
て
つ
け
の
配
管
材
で
あ
っ
た
。

正
式
発
売
の
前
に
も
関
わ
ら
ず
採
用
が
決
ま
り
、

工
事
に
間
に
合
う
よ
う
開
発
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
た
。

同
時
通
電
工
法
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

　

急
斜
面
で
は
融
着
機
や
発
電
機
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、安
全
面
か
ら
も
問
題
が
あ
る
た

め
、E
F
接
合
作
業
は
行
え
な
い
。そ
の
た
め
急

斜
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
に
取
り

付
け
ら
れ
た
配
管
架
台
に
は
施
工
用
の
ロ
ー
ラ

ー
が
設
置
さ
れ
た
。緩
い
斜
面
で
陸
継
ぎ
し
た
サ

ン
プ
ロ
テ
ク
ト
を
斜
面
の
入
口
で
E
F
接
合
し
、

順
次
ロ
ー
ラ
ー
で
急
斜
面
に
送
り
込
む
と
い
う

作
業
手
順
で
施
工
さ
れ
た
。こ
の
急
斜
面
の
工
事

で
大
き
な
威
力
を
発
揮
し
た
の
が
、ク
ボ
タ
シ
ー

ア
イ
E
F
継
手
の
同
時
通
電
工
法
。２
口
同
時
に

行
え
る
た
め
、急
斜
面
の
入
口
で
の
E
F
接
合
の

回
数
や
時
間
は
、半
分
近
く
に
短
縮
で
き
、施
工

困
難
な
現
場
に
も
関
わ
ら
ず
、延
長
50
ｍ
、高
低

差
30
ｍ
の
施
工
は
予
定
通
り
終
了
し
た
。

　

国
土
の
約
70
％
が
山
で
覆
わ
れ
る
日
本
。箕
面

市
の
よ
う
な
山
間
地
や
丘
陵
地
を
持
つ
自
治
体

は
数
多
い
。そ
ん
な
山
間
地
で
の
水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
採
用
事
例
を
、こ
れ
ま
で

本
誌
で
多
数
紹
介
し
て
き
た
。そ
し
て
今
回
、新

た
に
サ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト
が
開
発
さ
れ
、水
道
配
水

用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
が
施
工
困
難
な
場
所

で
露
出
配
管
で
き
る
と
こ
ろ
を
取
材
し
、改
め
て

こ
の
配
管
材
の
可
能
性
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

箕面市
上下水道局水道工務課 

橋本 圭司さん

安田株式会社
大阪支店工事部
竹内 崇さん

配管状況（下流部分）　
布設替え管路：左，既設管路：右
コンクリート基礎ブロックは撤去されない。

同時通電中の両受EFベンド
作業性が大きく向上した。

管の固定
管はステンレス製の架台と固定具で留められる。

管のスクレープ
EF接合は水道配水用ポリエチレンパイプの場合と同じ。

陸継ぎ中のサンプロテクト

ハイキングコース沿いの埋設配管
（水道配水用ポリエチレンパイプφ100）

斜面沿いの露出配管（サンプロテクトφ100）

特集 1
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に
管
内
部
の
閉
塞
な
ど
の
問
題
が
発
生
。布
設

替
え
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
。

山
間
部
の
施
工
に
優
れ
た
水
道
配
水
用

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

　

布
設
替
え
の
対
象
と
な
っ
た
配
管
は
、曲
が
り

く
ね
っ
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
沿
い
の
埋
設
部

分
と
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
か
ら
谷
側
に
入
っ
た

斜
面
沿
い
の
露
出
部
分
。通
常
の
配
管
作
業
と
比

べ
て
重
機
の
利
用
が
大
き
く
制
限
さ
れ
る
た
め
、

施
工
性
へ
の
配
慮
、ま
た
耐
震
管
路
の
構
築
は
必

須
条
件
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
選
ば
れ
た
の
が
、ク

ボ
タ
シ
ー
ア
イ
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
。軽
量
、施
工
の
し
や
す
さ
に
加
え
て
耐
震

性
の
高
さ
が
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

箕
面
市
上
下
水
道
局
水
道
工
務
課
の
橋
本
圭

司
さ
ん
は
、「
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ
の
こ
れ
ま
で
の
採
用
実
績
や
採
用
現
場
、さ
ら

に
地
震
被
害
の
追
跡
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
耐
震

性
な
ど
を
総
合
的
に
評
価
し
た
結
果
、採
用
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
」と
語
っ
た
。

　

ま
た
、配
管
工
事
を
担
当
す
る
安
田
株
式
会
社
、

大
阪
支
店
工
事
部
の
竹
内
崇
さ
ん
は
、「
水
道
配

水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
良
い
と
こ
ろ
は

管
の
移
動
に
重
機
を
用
い
な
い
こ
と
。接
合
方
法

も
解
り
や
す
く
確
実
。」と
施
工
性
の
良
さ
を
評

価
。さ
ら
に
、「
管
に
柔
軟
性
が
あ
る
た
め
、多
少

の
曲
が
り
は
生
曲
げ
等
で
調
整
可
能
な
の
が
露

出
配
管
の
箇
所
で
も
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
」

と
語
っ
た
。

急
斜
面
に
外
層
付
水
道
配
水
用

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管〝
サ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト
〞

　

工
事
で
最
大
の
難
関
と
な
っ
た
の
が
、最
大
斜

度
 30°
の
急
斜
面
に
沿
っ
た
露
出
配
管
。こ
こ
に
は

数
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
設
置
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
に
古
い
鋼
管
が
固
定
さ
れ
、同

様
の
配
管
材
で
布
設
替
え
す
る
と
な
る
と
重
機

が
入
れ
ず
、困
難
な
施
工
が
予
想
さ
れ
た
。橋
本

さ
ん
は
当
初
、「
露
出
用
の
配
管
材
で
は
な
い
の

で
保
護
が
必
要
に
な
る
が
、現
場
の
状
況
や
工
事

の
安
全
面
か
ら
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

を
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
か
」と
考
え
て
い
た
。

　

そ
ん
な
時
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
か
ら
紹
介
さ
れ

た
の
が
、外
層
付
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

〝
サ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト
〞。サ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト
は
、表

面
に
低
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
保
護
層
を
設
け
、

内
層
管
で
あ
る
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
を
紫
外
線
や
キ
ズ
か
ら
防
護
す
る
。耐
震
性

に
優
れ
た
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

を
露
出
部
分
に
使
用
で
き
る
の
で
、本
件
の
よ
う

な
工
事
に
は
打
っ
て
つ
け
の
配
管
材
で
あ
っ
た
。

正
式
発
売
の
前
に
も
関
わ
ら
ず
採
用
が
決
ま
り
、

工
事
に
間
に
合
う
よ
う
開
発
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
た
。

同
時
通
電
工
法
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

　

急
斜
面
で
は
融
着
機
や
発
電
機
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、安
全
面
か
ら
も
問
題
が
あ
る
た

め
、E
F
接
合
作
業
は
行
え
な
い
。そ
の
た
め
急

斜
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
に
取
り

付
け
ら
れ
た
配
管
架
台
に
は
施
工
用
の
ロ
ー
ラ

ー
が
設
置
さ
れ
た
。緩
い
斜
面
で
陸
継
ぎ
し
た
サ

ン
プ
ロ
テ
ク
ト
を
斜
面
の
入
口
で
E
F
接
合
し
、

順
次
ロ
ー
ラ
ー
で
急
斜
面
に
送
り
込
む
と
い
う

作
業
手
順
で
施
工
さ
れ
た
。こ
の
急
斜
面
の
工
事

で
大
き
な
威
力
を
発
揮
し
た
の
が
、ク
ボ
タ
シ
ー

ア
イ
E
F
継
手
の
同
時
通
電
工
法
。２
口
同
時
に

行
え
る
た
め
、急
斜
面
の
入
口
で
の
E
F
接
合
の

回
数
や
時
間
は
、半
分
近
く
に
短
縮
で
き
、施
工

困
難
な
現
場
に
も
関
わ
ら
ず
、延
長
50
ｍ
、高
低

差
30
ｍ
の
施
工
は
予
定
通
り
終
了
し
た
。

　

国
土
の
約
70
％
が
山
で
覆
わ
れ
る
日
本
。箕
面

市
の
よ
う
な
山
間
地
や
丘
陵
地
を
持
つ
自
治
体

は
数
多
い
。そ
ん
な
山
間
地
で
の
水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
採
用
事
例
を
、こ
れ
ま
で

本
誌
で
多
数
紹
介
し
て
き
た
。そ
し
て
今
回
、新

た
に
サ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト
が
開
発
さ
れ
、水
道
配
水

用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
が
施
工
困
難
な
場
所

で
露
出
配
管
で
き
る
と
こ
ろ
を
取
材
し
、改
め
て

こ
の
配
管
材
の
可
能
性
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

箕面市
上下水道局水道工務課 

橋本 圭司さん

安田株式会社
大阪支店工事部
竹内 崇さん

配管状況（下流部分）　
布設替え管路：左，既設管路：右
コンクリート基礎ブロックは撤去されない。

同時通電中の両受EFベンド
作業性が大きく向上した。

管の固定
管はステンレス製の架台と固定具で留められる。

管のスクレープ
EF接合は水道配水用ポリエチレンパイプの場合と同じ。

陸継ぎ中のサンプロテクト

ハイキングコース沿いの埋設配管
（水道配水用ポリエチレンパイプφ100）

斜面沿いの露出配管（サンプロテクトφ100）

特集 1



PAL/Vol.16914 PAL/Vol.169 13

配管例

継手を減らして省スペース＆施工手間の軽減
自立管タイプφ400をラインナップ

形状・寸法変更で作業性を向上

硬質塩化ビニル製のEXパイプを既設管に挿入し、蒸気とエアーで新たな管を形成するEX
工法の自立管タイプに呼び径400が加わりました。これにともない（財）下水道新技術推進
機構より建設技術審査証明の変更が認められました。

帯板状部材・嵌合部材にLL形、LLS形を追加
既設管内面に硬質塩化ビニル製のストリップ（帯板状部材）をスパイラル状に巻き立て、ジョ
イナー（嵌合部材）で嵌合し、充填材を流し込んで一体化した管路を形成するダンビー工法。
充填材注入時の施工効率と安全性を高めるため、剛性を高めたLL形とLLS形のストリップと
LL形ジョイナーを追加しました。これにともない（財）下水道新技術推進機構より建設技術審
査証明の変更が認められました。

DV-LT65x50x50

DV-LL50x40

DV-DL50

DV-DT50x40

タフダイン黄で
接着可能

90°大曲がりY（DV-LT）65×50×50

春の新製品紹介春の新製品紹介

排水用硬質塩化ビニル管継手VP仕様

分岐管150×75（仕様変更）
共用FA方式

強度、機能ともに劣化した既設管を新管と
同等以上に復元。
機能が劣化しているが残存強度を有する
既設管を新管と同等以上に復元。
残存強度が十分に期待でき、耐荷能力以
外の機能（流下能力、耐薬品性、耐摩耗性、
水密性等）を復元。

200

○

○

○

230

○

ー

○

250

○

○

○

300

○

○

○

350

○

ー

○

380

ー

ー

○

400

ー

ー

○

450

ー

ー

○

500

ー

ー

○

600

ー

ー

○

円形

800～3000mm

非円形
短辺800mm以上
長辺3000mm以下

既 設 管 呼 び 径
特　　徴

EX工法の種類と適応既設管径

ダンビー工法の適用口径

自立管タイプ

二層構造管タイプ

ライニングタイプ

タイプ

ダンビー工法構造図

審査証明第1024号

審査証明第1023号施工評価状況

EX工法構造図

模擬管路への更生状況

NEWNEW

透 明 D V 継 手管 路 更 生 工 法

通信ケーブル保護管通信ケーブル保護管

透 明 D V 継 手管 路 更 生 工 法

備考：本表における分類は、用途区分に応じたメーカー独自によるものです。

ガイドの追加でSUSバンドのズレを防止

お知らせ
本変更に伴い、けがきゲージも
新型のゲージに変わります。

EX工法

ダンビー工法

EXパイプ

既設管

既設管 スペーサー

充填材
LL形ジョイナー

LL 形、LLS 形ストリップ兼用ジョイナー

ストリップ

LL 形

LLS 形

90° 大曲がりエルボ （DV-LL）50×40
好 評 発 売 中！

特集
2

Before

After

インクリーザー不要

使用量（参考）
60ｇ／1箇所
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展
覧
会
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
に
子
供
が「
プ
ラ

レ
ー
ル
※
」で
遊
ん
で
い
る
の
を
見
て
、興
味
を
持

っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
プ
ラ
レ
ー
ル
の
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、「
パ
ラ
モ
デ
リ
ッ
ク
・
グ
ラ
フ
ィ
テ

ィ
」。2
人
の
代
表
作
の
一つ
で

あ
る
。驚
か
さ
れ
る
の
は
、床

や
壁
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
天

井
ま
で
キ
ャ
ン
バ
ス
に
し
て
、

プ
ラ
レ
ー
ル
を
線
と
し
て
描

こ
う
と
す
る
発
想
力
。構
想

段
階
か
ら
部
屋
全
面
に
描
こ

う
と
決
め
て
い
た
。そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、浮
遊
感

だ
と
か
天
地
が
な
い
宇
宙
を

表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
だ
。そ
し
て
初
め
て
ホ
ワ

イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
と
呼
ば
れ
る

10
m
x
5
m
x
3
m
の
白
い

部
屋
に
作
品
を
作
っ
た
の
が

2
0
0
4
年
。以
来
、作
品

は
室
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ビ
ル
の
屋
上
や
庭
、公
園
内

ま
で
作
品
を
作
っ
て
き
た
。

　

今
回
作
品
が
作
ら
れ
た
部
屋
を
俯
瞰
す
る
と
、

ブ
ル
ー
の
プ
ラ
レ
ー
ル
と
グ
リ
ー
ン
の
人
工
芝
を

メ
イ
ン
に
、白
い
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
山
、黄
色
の

ク
レ
ー
ン
な
ど
色
の
組
み
合
わ
せ
が
美
し
い
。そ

し
て
細
部
に
目
を
や
れ
ば
、さ
り
げ
な
く
置
か
れ

た
ミ
ニ
カ
ー
や
動
物
な
ど
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
実
世

界
を
想
像
さ
せ
る
。鑑
賞
者
は
作
品
の
中
に
足
を

踏
み
入
れ
、パ
ラ
モ
デ
ル
の
世
界
に
入
り
込
ん
で

い
く
。み
ん
な
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
い
る
が
ご
と
く
、ニ

コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
携
帯
電
話
や
小
型
カ
メ
ラ
を
手

に
、お
気
に
入
り
の
写
真
を
撮
っ
て
い
る
の
が
印

象
的
だ
。で
も
、決
し
て
１
枚
の
写
真
に
納
ま
り

き
ら
な
い
の
が
彼
ら
の
作
品
で
あ
る
。

　

気
に
な
っ
た
の
が
林
さ
ん
、中
野
さ
ん
の
役
回

り
。誰
が
設
計
を
す
る
の
か
、誰
が
制
作
す
る
の

か
。実
際
は
、2
人
が
別
々
に
パ
ソ
コ
ン
で
イ
メ
ー

ジ
を
構
成
し
、そ
れ
を
交
換
す
る
こ
と
で
作
品
を

作
り
上
げ
て
い
く
。「
子
供
が
ミ
ニ
カ
ー
や
積
み
木

で
遊
ん
で
い
る
感
じ
で
す
」。子
供
は
遊
ん
で
い
る

と
き
に
打
ち
合
わ
せ
な
ん
て
し
な
い
。相
手
の
や

り
方
に
合
わ
せ
た
り
、逆
に
相
手
が
自
分
の
や
り

方
に
合
わ
せ
た
り
、良
い
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が

ら
お
互
い
に
気
に
入
っ
た
物
を
作
り
上
げ
て
い
く
。

　

今
回
、プ
ラ
レ
ー
ル
を
使
っ
た
作
品
と
も
う
一つ

大
部
屋
で
作
ら
れ
て
い
た
の
が
、塩
ビ
パ
イ
プ
を

使
っ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
。プ
ラ
レ
ー
ル
で
は

ど
う
し
て
も
平
面
に
し
か
線
を
描
く
こ
と
が
で

き
な
い
。空
間
に
ま
で
線
を
引
く
に
は
ど
う
す
る

か
。第
一
段
と
し
て
、ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
チ
ュ
ー
ブ

を
自
作
し
、飛
行
機
雲
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
を

作
っ
た
。そ
し
て
、塩
ビ
パ
イ
プ
や
継
手
を
使
っ
た

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
し
た
の
が

2
0
0
8
年
の
こ
と
。パ
イ
プ
の
面
白
み
は
、ね
じ

り
を
構
成
し
て
い
く
こ
と
で
、見
る
方
向
に
よ
っ
て

ラ
イ
ン
や
形
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
。さ
ら
に
、ラ

ン
バ
ー
コ
ア
と
呼
ば
れ
る
合
板
に
穴
を
空
け
パ
イ

プ
を
通
し
て
ゆ
く
と
立
体
的
に
拡
張
し
て
い
け
る
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、こ
れ
ま
で
よ
り
7
倍
も
の

広
い
ス
ペ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
た
。展
覧
会
初
日
に

は
、ま
だ
ま
だ
完
成
に
遠
い
状
態
。そ
れ
で
も
、鑑

賞
者
か
ら
は「
非
常
に
面
白
い
、ま
た
来
て
ど
う

な
っ
て
い
る
か
見
て
み
た
い
」と
言
わ
れ
た
。実
際

に
来
て
も
ら
え
な
く
て
も
、「
あ
の
作
品
は
ど
う
な

っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」と
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ

る
だ
け
で
い
い
。展
覧
会
が
始
ま
っ
て
1
ヶ
月
、そ

の
会
期
が
終
わ
り
に
近
づ
い
て
も
ま
だ
ま
だ
制
作

が
続
い
て
い
た
。

　

こ
の
塩
ビ
パ
イ
プ
に
し
て
も
、プ
ラ
レ
ー
ル
に

し
て
も
展
覧
会
の
会
期
末
が
く
る
と
、せ
っ
か
く

苦
労
し
て
制
作
し
た
作
品
を
ば
ら
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。そ
れ
は
子
供
の
遊
び
と
同
じ
で
、時

間
が
く
る
と
い
や
で
も
終
了
す
る
の
で
あ
る
。何

だ
か
、は
か
な
い
感
じ
も
す
る
が
、や
り
残
し
た

気
持
ち
は
次
の
作
品
の
モ
ー
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
と

続
い
て
い
く
の
で
決
し
て
終
わ
り
で
は
な
い
。彼

ら
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
は
、無
限
に
作
品

が
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

創造者
の

空　間
Creative world

【
パ
ラ
モ
デ
ル
】
林
泰
彦
さ
ん
／
中
野
裕
介 

さ
ん

キ
ャ
ン
バ
ス
は
部
屋
全
体
。壁
、床
、天
井
、そ
し
て
空
間
。そ
こ
に
は
お
も
ち
ゃ
、フ
ィ
ギ
ュ
ア
、絵
画
、さ
ら
に
は
塩
ビ
パ
イ

プ
ま
で
も
が
部
屋
を
埋
め
尽
く
す
。模
型
的
な
世
界
の
あ
り
方
を
テ
ー
マ
に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、絵
画
、オ
ブ
ジ
ェ
、写
真

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
駆
使
し
ユ
ニ
ー
ク
な
世
界
を
作
る
ア
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト「
パ
ラ
モ
デ
ル
」の
林
さ
ん
と
中
野
さ
ん
。

そ
ん
な
二
人
の
展
覧
会
が
昨
年
7
月
に
兵
庫
県
の
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
で
行
わ
れ
た
。

　
　
眩
し
い
ブ
ル
ー
と
グ
リ
ー
ン
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

｜
プ
ラ
レ
ー
ル
が
描
く
世
界

同じ大学の異分野交流の授業で知り合う。二人とも東大阪の出身で、バンド
もいっしょにやったりしていた。2001年に林さんのパラパラ漫画を使ったインタ
レーションに中野さんが参加したのが始まり。2人で作品を作っていくうちに少
しずつ仕事のオファーが入り、ユニット名の必要性に迫られる。2人の作品には
よくプラモデルを使用していた。さらに2人のキーワードには、パラパラ漫画、パ
ラダイス、パラレル、パラドックと「パラ」が付く。そして決まったのが「パラモデ
ル」というユニット名。以来、数多くの個展、グループ展を開催し、国内外から
注目を集めている。

空
間
に
線
を
描
く
｜
塩
ビ
パ
イ
プ
の
可
能
性

一見すると、単調に感じる塩
ビパイプのグレーにこのような
明るいプラモデルが妙にマッ
チングする。

会場の廊下には40cmほどに
切断された塩ビパイプが所狭
しと箱積みされていた。

展覧会の会期中も朝から晩まで作業は続く。

トラックの上にお寿司？実はミニカーの上にお寿司の
フードサンプルが乗せられている。
これだけ揃えば本当にうれしくなる。

ミニカーや小さなフィギュアが実世界を模倣する。

だ
か
ら
、展
覧
会
で
も
、大
ま
か
な
所
だ
け
を
決

め
て
、綿
密
な
計
画
は
立
て
な
い
。行
き
当
た
り
ば

っ
た
り
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、そ
れ
の
方
が

リ
ア
ル
な
、い
い
作
品
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。

※（
株
）タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
製
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
レ
ー
ル
。50
年
以
上
の
ロ
ン

　

 

グ
セ
ラ
ー
玩
具

パイプのそばにはこんな素敵な絵も
掛かっているんですよ。

林 泰彦（はやし やすひこ）さん
1971年東大阪市生まれ、デザイ
ナーを経て、京都市芸術大学卒
業（構想設計）

中野裕介（なかの ゆうすけ）さん
1976年東大阪市生まれ、京都市
芸術大学卒業（日本画）

パ ラ モ デ ル
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展
覧
会
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
に
子
供
が「
プ
ラ

レ
ー
ル
※
」で
遊
ん
で
い
る
の
を
見
て
、興
味
を
持

っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
プ
ラ
レ
ー
ル
の
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、「
パ
ラ
モ
デ
リ
ッ
ク
・
グ
ラ
フ
ィ
テ

ィ
」。2
人
の
代
表
作
の
一つ
で

あ
る
。驚
か
さ
れ
る
の
は
、床

や
壁
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
天

井
ま
で
キ
ャ
ン
バ
ス
に
し
て
、

プ
ラ
レ
ー
ル
を
線
と
し
て
描

こ
う
と
す
る
発
想
力
。構
想

段
階
か
ら
部
屋
全
面
に
描
こ

う
と
決
め
て
い
た
。そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、浮
遊
感

だ
と
か
天
地
が
な
い
宇
宙
を

表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
だ
。そ
し
て
初
め
て
ホ
ワ

イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
と
呼
ば
れ
る

10
m
x
5
m
x
3
m
の
白
い

部
屋
に
作
品
を
作
っ
た
の
が

2
0
0
4
年
。以
来
、作
品

は
室
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ビ
ル
の
屋
上
や
庭
、公
園
内

ま
で
作
品
を
作
っ
て
き
た
。

　

今
回
作
品
が
作
ら
れ
た
部
屋
を
俯
瞰
す
る
と
、

ブ
ル
ー
の
プ
ラ
レ
ー
ル
と
グ
リ
ー
ン
の
人
工
芝
を

メ
イ
ン
に
、白
い
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
山
、黄
色
の

ク
レ
ー
ン
な
ど
色
の
組
み
合
わ
せ
が
美
し
い
。そ

し
て
細
部
に
目
を
や
れ
ば
、さ
り
げ
な
く
置
か
れ

た
ミ
ニ
カ
ー
や
動
物
な
ど
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
実
世

界
を
想
像
さ
せ
る
。鑑
賞
者
は
作
品
の
中
に
足
を

踏
み
入
れ
、パ
ラ
モ
デ
ル
の
世
界
に
入
り
込
ん
で

い
く
。み
ん
な
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
い
る
が
ご
と
く
、ニ

コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
携
帯
電
話
や
小
型
カ
メ
ラ
を
手

に
、お
気
に
入
り
の
写
真
を
撮
っ
て
い
る
の
が
印

象
的
だ
。で
も
、決
し
て
１
枚
の
写
真
に
納
ま
り

き
ら
な
い
の
が
彼
ら
の
作
品
で
あ
る
。

　

気
に
な
っ
た
の
が
林
さ
ん
、中
野
さ
ん
の
役
回

り
。誰
が
設
計
を
す
る
の
か
、誰
が
制
作
す
る
の

か
。実
際
は
、2
人
が
別
々
に
パ
ソ
コ
ン
で
イ
メ
ー

ジ
を
構
成
し
、そ
れ
を
交
換
す
る
こ
と
で
作
品
を

作
り
上
げ
て
い
く
。「
子
供
が
ミ
ニ
カ
ー
や
積
み
木

で
遊
ん
で
い
る
感
じ
で
す
」。子
供
は
遊
ん
で
い
る

と
き
に
打
ち
合
わ
せ
な
ん
て
し
な
い
。相
手
の
や

り
方
に
合
わ
せ
た
り
、逆
に
相
手
が
自
分
の
や
り

方
に
合
わ
せ
た
り
、良
い
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が

ら
お
互
い
に
気
に
入
っ
た
物
を
作
り
上
げ
て
い
く
。

　

今
回
、プ
ラ
レ
ー
ル
を
使
っ
た
作
品
と
も
う
一つ

大
部
屋
で
作
ら
れ
て
い
た
の
が
、塩
ビ
パ
イ
プ
を

使
っ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
。プ
ラ
レ
ー
ル
で
は

ど
う
し
て
も
平
面
に
し
か
線
を
描
く
こ
と
が
で

き
な
い
。空
間
に
ま
で
線
を
引
く
に
は
ど
う
す
る

か
。第
一
段
と
し
て
、ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
チ
ュ
ー
ブ

を
自
作
し
、飛
行
機
雲
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
を

作
っ
た
。そ
し
て
、塩
ビ
パ
イ
プ
や
継
手
を
使
っ
た

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
し
た
の
が

2
0
0
8
年
の
こ
と
。パ
イ
プ
の
面
白
み
は
、ね
じ

り
を
構
成
し
て
い
く
こ
と
で
、見
る
方
向
に
よ
っ
て

ラ
イ
ン
や
形
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
。さ
ら
に
、ラ

ン
バ
ー
コ
ア
と
呼
ば
れ
る
合
板
に
穴
を
空
け
パ
イ

プ
を
通
し
て
ゆ
く
と
立
体
的
に
拡
張
し
て
い
け
る
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、こ
れ
ま
で
よ
り
7
倍
も
の

広
い
ス
ペ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
た
。展
覧
会
初
日
に

は
、ま
だ
ま
だ
完
成
に
遠
い
状
態
。そ
れ
で
も
、鑑

賞
者
か
ら
は「
非
常
に
面
白
い
、ま
た
来
て
ど
う

な
っ
て
い
る
か
見
て
み
た
い
」と
言
わ
れ
た
。実
際

に
来
て
も
ら
え
な
く
て
も
、「
あ
の
作
品
は
ど
う
な

っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」と
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ

る
だ
け
で
い
い
。展
覧
会
が
始
ま
っ
て
1
ヶ
月
、そ

の
会
期
が
終
わ
り
に
近
づ
い
て
も
ま
だ
ま
だ
制
作

が
続
い
て
い
た
。

　

こ
の
塩
ビ
パ
イ
プ
に
し
て
も
、プ
ラ
レ
ー
ル
に

し
て
も
展
覧
会
の
会
期
末
が
く
る
と
、せ
っ
か
く

苦
労
し
て
制
作
し
た
作
品
を
ば
ら
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。そ
れ
は
子
供
の
遊
び
と
同
じ
で
、時

間
が
く
る
と
い
や
で
も
終
了
す
る
の
で
あ
る
。何

だ
か
、は
か
な
い
感
じ
も
す
る
が
、や
り
残
し
た

気
持
ち
は
次
の
作
品
の
モ
ー
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
と

続
い
て
い
く
の
で
決
し
て
終
わ
り
で
は
な
い
。彼

ら
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
は
、無
限
に
作
品

が
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

創造者
の

空　間
Creative world

【
パ
ラ
モ
デ
ル
】
林
泰
彦
さ
ん
／
中
野
裕
介 

さ
ん

キ
ャ
ン
バ
ス
は
部
屋
全
体
。壁
、床
、天
井
、そ
し
て
空
間
。そ
こ
に
は
お
も
ち
ゃ
、フ
ィ
ギ
ュ
ア
、絵
画
、さ
ら
に
は
塩
ビ
パ
イ

プ
ま
で
も
が
部
屋
を
埋
め
尽
く
す
。模
型
的
な
世
界
の
あ
り
方
を
テ
ー
マ
に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、絵
画
、オ
ブ
ジ
ェ
、写
真

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
駆
使
し
ユ
ニ
ー
ク
な
世
界
を
作
る
ア
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト「
パ
ラ
モ
デ
ル
」の
林
さ
ん
と
中
野
さ
ん
。

そ
ん
な
二
人
の
展
覧
会
が
昨
年
7
月
に
兵
庫
県
の
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
で
行
わ
れ
た
。

　
　
眩
し
い
ブ
ル
ー
と
グ
リ
ー
ン
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

｜
プ
ラ
レ
ー
ル
が
描
く
世
界

同じ大学の異分野交流の授業で知り合う。二人とも東大阪の出身で、バンド
もいっしょにやったりしていた。2001年に林さんのパラパラ漫画を使ったインタ
レーションに中野さんが参加したのが始まり。2人で作品を作っていくうちに少
しずつ仕事のオファーが入り、ユニット名の必要性に迫られる。2人の作品には
よくプラモデルを使用していた。さらに2人のキーワードには、パラパラ漫画、パ
ラダイス、パラレル、パラドックと「パラ」が付く。そして決まったのが「パラモデ
ル」というユニット名。以来、数多くの個展、グループ展を開催し、国内外から
注目を集めている。

空
間
に
線
を
描
く
｜
塩
ビ
パ
イ
プ
の
可
能
性

一見すると、単調に感じる塩
ビパイプのグレーにこのような
明るいプラモデルが妙にマッ
チングする。

会場の廊下には40cmほどに
切断された塩ビパイプが所狭
しと箱積みされていた。

展覧会の会期中も朝から晩まで作業は続く。

トラックの上にお寿司？実はミニカーの上にお寿司の
フードサンプルが乗せられている。
これだけ揃えば本当にうれしくなる。

ミニカーや小さなフィギュアが実世界を模倣する。

だ
か
ら
、展
覧
会
で
も
、大
ま
か
な
所
だ
け
を
決

め
て
、綿
密
な
計
画
は
立
て
な
い
。行
き
当
た
り
ば

っ
た
り
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、そ
れ
の
方
が

リ
ア
ル
な
、い
い
作
品
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。

※（
株
）タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
製
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
レ
ー
ル
。50
年
以
上
の
ロ
ン

　

 

グ
セ
ラ
ー
玩
具

パイプのそばにはこんな素敵な絵も
掛かっているんですよ。

林 泰彦（はやし やすひこ）さん
1971年東大阪市生まれ、デザイ
ナーを経て、京都市芸術大学卒
業（構想設計）

中野裕介（なかの ゆうすけ）さん
1976年東大阪市生まれ、京都市
芸術大学卒業（日本画）

パ ラ モ デ ル
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新製品のご案内

伸縮継手
略号：SLR

呼び径50 呼び径75、100 呼び径75、100

タケノコとピーマンを準備する。
食べやすい大きさにカットする。

※タケノコは汁気を切っておこう！

豚肉を1口大に切り、
酒としょうゆで下味をつける。
※出来上りの味にメリハリが出るよ！

料
理
酒

醤
油

フライパンにサラダ油をひき、
強火で豚肉をしっかり炒める。

強火強火

サ
ラ
ダ
油

豚肉の色が変わったら、タケノコと
ピーマンを加えて少し炒め、
さらにしょうゆとオイスターソースで
味付けながらササッと炒める。

オ
イ
ス
タ
ー

ソ
ー
ス

オイスターソースは
最後に加えるのがコツ。
豚肉をしっかり炒めて
から、タケノコを加え
ましょう！

           千趣会
『わたしの料理ノート・別巻1』

ササッと作れて本格派の味！
タケノコと豚肉の炒めもの

水煮缶を使うから、
下ごしらえせずに炒めるだけ！
みなさんこんにちは。
今回は春の味覚の代表「タケノコ」を使った、超簡
単炒めものにトライです。
ポイントは「タケノコの水煮缶」。
忙しいときにササッと作れて、味はしっかり本格派。
豚肉のうま味とタケノコの歯触りが、ご飯にも、お
酒にも良く合いますよ♡

材料（2人分）
タケノコ水煮………………1缶（固形量180g程度）
豚肉（薄切り）………………100g
ピーマン……………………2個
酒、しょうゆ………………各小さじ1（豚肉の下味用）
サラダ油………………………大さじ11/2
しょうゆ、オイスターソース…各大さじ1
※タケノコの水煮缶は、ブロック状に切ったものが使いやすいよ！

2

参考出典：『決定版 暮らしの裏ワザ知得メモ』（発行：主婦の友社）

『 

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で

　
切
れ
味
復
活
！ 
」

『 

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で

　
切
れ
味
復
活
！ 
」

みかん
そうかい。
ありがと

実家がみかんを
送ってきたの。
おすそわけするね

そうなの。
研ぐのが面倒で

あら、
切れ味が鈍そうだね

スカ！

スカ！

アルミホイルを使ってごらん。
ジョキジョキ切るだけで、
鈍くなったハサミの切れ味が
復活するよ

そんな方法が
あったんだ！

ジョキ

ジョキ

錆びて布通りの悪くなった針は、
アルミホイルではさんで強く
こすって磨くのさ さび

さび
アルミホイルで
錆びを落とすのね

シュッ

シュッ

き
れ
い
に
な
っ
て
る
！

※アルミホイルは使用済みでもOK。

※
錆
を
落
と
し
た
後
は
、針
を
油
の
つ
い
た
布
で
拭
い
て
お
こ
う
。

サッ
サッ

ごぼうの泥を落としたり
皮をむくときは、クシュクシュと
丸めたアルミホイルで
撫でつけてごらん

きれいに落とせるね

アルミは熱伝道率が良いから、
冷凍庫にアルミホイルを
敷いておけば、冷凍効率が
アップするんだよ

そんな性質が
あったんだ！

どうぞ

みかん

今日も切れ味
サイコーね

では最後に
ダジャレをひとつ。

“アルミ缶の横にあるみかん”
なんちゃってぇ～

鋳鉄プリふた

プリふた

建築設備配管用 
水道配水用ポリエチレンパイプ  EFショートエルボ 鋳鉄プリふた

90°エルボ 45°エルボ

EFショートエルボで狭所での施工性を大幅向上EFショートエルボで狭所での施工性を大幅向上

日本水道協会規格 JWWA K 144の
パイプに使用できます。

鋳鉄製防護ふたに
好きなカラープリントができる！
鋳鉄製防護ふたに
好きなカラープリントができる！

狭いピット内や
機器周辺ではコンパクトな
EFショートエルボが活躍

●コーティング層（ガラス繊維補強）に
　より耐摩耗性を向上

●凹凸デザインにより防滑性を確保

鋳鉄製防護ふた

使用台座

品　　番

PB8B

6519

PB8B

6520

蝶番・袋穴式 鎖・袋穴式

姉 妹 品

AI150, 200/BI150, 200

T8B(200A) T8B(200K)

特　長

品揃え
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伸縮継手
略号：SLR

呼び径50 呼び径75、100 呼び径75、100

タケノコとピーマンを準備する。
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料
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酒

醤
油
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強火強火

サ
ラ
ダ
油
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さらにしょうゆとオイスターソースで
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オ
イ
ス
タ
ー

ソ
ー
ス
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           千趣会
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※タケノコの水煮缶は、ブロック状に切ったものが使いやすいよ！
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鈍くなったハサミの切れ味が
復活するよ

そんな方法が
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撫でつけてごらん
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冷凍庫にアルミホイルを
敷いておけば、冷凍効率が
アップするんだよ

そんな性質が
あったんだ！
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みかん

今日も切れ味
サイコーね

では最後に
ダジャレをひとつ。

“アルミ缶の横にあるみかん”
なんちゃってぇ～
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建築設備配管用 
水道配水用ポリエチレンパイプ  EFショートエルボ 鋳鉄プリふた

90°エルボ 45°エルボ

EFショートエルボで狭所での施工性を大幅向上EFショートエルボで狭所での施工性を大幅向上

日本水道協会規格 JWWA K 144の
パイプに使用できます。

鋳鉄製防護ふたに
好きなカラープリントができる！
鋳鉄製防護ふたに
好きなカラープリントができる！

狭いピット内や
機器周辺ではコンパクトな
EFショートエルボが活躍

●コーティング層（ガラス繊維補強）に
　より耐摩耗性を向上

●凹凸デザインにより防滑性を確保

鋳鉄製防護ふた

使用台座
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クボタシーアイは、個人情報保護に関する法令やガイドライン等を遵守すべく、個人情報保護方針を定めています。これに則りPALにお寄せいただいた全てのお便り（電子
メール含む）に記載された個人情報は、本誌送付先管理や各種照会に対する回答、クイズ当選景品の発送、一部誌面掲載（お便りコーナー等）等の利用目的に限定し、
その範囲を超えてお客様の個人情報を取り扱うことは致しません。また個人データの安全管理が図られるよう、当社従業員、委託先等に対する必要かつ適切な監督を行う
とともに、印刷や送付等で個人データを第三者との間で共同利用する場合は、当該第三者との間で契約や取り決めを交わす等、法令上必要な措置を講じます。
＊個人情報保護方針の詳細は、弊社ホームページ（http://www.kubota-ci.co.jp）に掲載しています。

●編集後記●

返信用のはがきには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。お願い

個人情報保護について

どんどんおハガキ            お待ちしております！

A B C

D E

F
G IH

第168号の正解
答：A,C,E,F,I
多数のご応募ありがとうございました。
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。

※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、印刷の汚れ
も数えません。

プレゼント

右の2枚の写真、よ～く見れば少し違う。
上段と下段の写真を見くらべて、5つの違
いを発見してください。解答は、添付の解
答用ハガキのマス目にアルファベットを記
入してお送りください。

違いは
どこにある？

まちがい探し
クイズ

今回のにっぽん探訪は室戸市水道局、中岡佳子さまより
室戸の見所を紹介をいただき、その情報に基づいて取材し
ました。海洋深層水アクアファームでは、「室戸の良いとこ
ろは、何も無いことです」と冗談交じりに言われましたが、な
んのなんの。紙面の関係上、紹介できない場所や写真が
あるのが残念です。自然や文
化もさることながらおいしい魚、
や野菜も室戸の魅力。やっぱ
り大切なのは「水」ですね。海
洋深層水は、自動販売機でも
売られていますので歩き疲れた
ときには是非1本。

能率手帳から生まれたエコブックカバー

●環境にやさしい素材「エコニア」を使用
●新書サイズ:約182mmx115mm
●カラー:マットブラック、オリーブの2種
※当選個数は1個です。色の指定はご容赦願います。

先端を
折り込んで
しおりに

切手を貼らずに平成00年0月00日までにご投函ください。

所在地 〒

整理No. □□□-□□□□

事業所

氏名 年齢

読者クイズ

※ 整理No.は封筒の宛名の右下にある番号
の　 ことです。必ずご記入ください。
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本誌およびクボタシーアイ製品に対するご意見、ご要望、イラスト、
その他どんなことでも結構です。どしどしお寄せください。
（PALに掲載させていただいた方には、記念品を進呈いたします）

正解者のなかから先着で
300名様にオリジナルカ
レンダーをプレゼント！

解 答 欄
（アルファベット記入）

長崎県・株式会社高木産業
宮崎　成美さまの作品

愛知県・株式会社大成設備工業
斉藤　優子さまの作品

岩手県・県南広域振興局北上農村整備センター
永野　未来さまの作品

広島県土地改良事業団体連合会三次事務所
小林　由佳里さまの作品

沖縄県・光電気産業株式会社
真栄城　あかねさまの作品

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキ
の文面やイラスト、写真などは、作者の
同意なく、本誌およびクボタシーアイ
ホームページに掲載させていただくことが
あります。また、ハガキはお返し致しません
ので、予めご了承願います。

徳
島
県
庁
住
宅
課（
建
築
開
発
指
導
課
）

米
田
　
幸
弘
さ
ま

悩
ま
し
い
新
築
の
設
計

貫
通
パ
ッ
ク
の
レ
ポ
ー
ト
を
読
ん
で
、自

宅
を
10
年
前
に
建
て
た
時
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
ま
し
た
。当
時
は
、土
木

技
術
者
の
は
し
く
れ
で
も
あ
る
と
の

思
い
か
ら
、家
の
構
造
や
断
熱
に
つ
い

て
考
え
に
考
え
て
建
て
ま
し
た
が
、で

き
あ
が
っ
た
後
す
ぐ
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
た
も
の

で
し
た
。

■
新
し
い
家
を
建
て
る
と
き
は
、あ
れ

こ
れ
悩
む
の
で
す
が
、結
局
、出
来
上

が
っ
て
か
ら「
あ
あ
す
れ
ば
良
か
っ
た
」

と
後
悔
し
ま
す
ね
。貫
通
パ
ッ
ク
は
何

十
年
後
か
に
や
っ
て
く
る
水
回
り
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
に
さ
や
管
構
造
で
対
応

で
き
る
優
れ
モ
ノ
で
す
。

静
岡
県
西
部
農
林
事
務
所

山
本
さ
ま

日
本
の
農
業
を
元
気
に
！

地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム「
フ
ォ
ア
ス
」

を
採
用
し
た
地
域
営
農
に
つ
い
て
、圃

場
全
体
を
１
つ
の
水
槽
に
見
立
て
た

屋
外
水
耕
栽
培
と
考
え
れ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。活
用
方
法
に
つ

い
て
更
に
研
究
が
進
む
こ
と
を
期
待

す
る
。実
際
に
利
用
し
て
い
る
農
家
の

工
夫
等
が
あ
れ
ば
是
非
ご
紹
介
願
い

た
い
。県
単
独
の
補
助
率
で
農
家
が
ペ

イ
で
き
れ
ば
、一
気
に
拡
が
る
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
る
。

■
ご
考
察
い
た
だ
き
ま
し
た
通
り
、

フ
ォ
ア
ス
は
圃
場
の
水
管
理
シ
ス
テ
ム

で
す
。畑
作
と
稲
作
で
全
く
異
な
る

水
管
理
を
簡
単
に
、し
か
も
水
を
節

約
し
て
行
え
る
の
が
特
長
で
す
。高

齢
化
す
る
農
家
の
ご
負
担
を
軽
減
し
、

収
益
の
向
上
が
期
待
で
き
る
理
想
的

な
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。

山
形
県
・
長
井
市
上
下
水
道
課

多
田
　
茂
之
さ
ま

水
道
パ
イ
プ
↓
養
殖
筏

大
好
き
な〝
か
き
〞、そ
の
養
殖
筏
に

木
材
や
竹
以
外
の
も
の
が
使
わ
れ
て

い
た
な
ん
て
び
っ
く
り
で
し
た
。技
術

は
し
っ
か
り
進
歩
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
被
覆
鋼
管
ポ
ー
ル
を

使
っ
て
、も
っ
と
も
っ
と
お
い
し
い
か
き

を
た
く
さ
ん
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

■
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
を
使
っ
て
ど
ん

な
も
の
が
で
き
る
か
、

市
場
調
査
か
ら
製

品
開
発
ま
で
に
は

ず
い
ぶ
ん
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。ク
ボ

タ
シ
ー
ア
イ
は
、こ

れ
か
ら
も
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
可
能
性
を

信
じ
、新
し
い
分
野

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
ま
す
。

鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
市
水
道
局

池
田
　
廣
子
さ
ま

活
発
化
す
る
？
火
山
活
動

こ
ん
に
ち
は
。こ
ち
ら
鹿
児
島
は
酷
暑

プ
ラ
ス
桜
島
の
7
0
0
回
を
越
す
爆

発
の
降
灰
で
大
変
な
夏
と
な
っ
て
い

ま
す
。い
つ
も
は
私
た
ち
自
慢
の
静
か

で
穏
や
か
で
壮
観
な
い
で
た
ち
の
桜

島
が
突
然
豹
変
し
て
、真
っ
黒
な
灰

を
空
高
く
舞
い
上
げ
、町
中
を
灰
色

に
塗
り
替
え
て
し
ま
い
ま
す
。シ
ン
ボ

ル
と
し
て
の
桜
島
の
壮
大
な
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
十
分
に
伝
わ
り
ま
し
た
の
で
、

ど
う
か
、心
穏
や
か
に
凛
と
し
て
そ
び

え
て
い
て
く
だ
さ
い
。

■
驚
き
ま
し
た
。桜
島
は
平
成
21
年

に
5
4
8
回
爆
発
的
噴
火
を
記
録
、

さ
ら
に
平
成
22
年
に
は
8
9
6
回
と

過
去
最
多
を
記
録
し
て
い
た
ん
で
す

ね
。一
方
、鹿
児
島
県
と
宮
崎
県
に
ま

た
ぐ
新
燃
岳
が
こ
の一
月
か
ら
噴
火
し
、

避
難
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。こ
の
地
域
の
火
山
が
活
動

期
に
入
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
早
く
沈

静
化
す
る
こ
と
を
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

大
阪
府
・
東
邦
電
機

株
式
会
社

山
口
　
哲
平
さ
ま

空
港
の
下
の

配
管

成
田
空
港
の
地
下
に

何
キ
ロ
に
も
渡
っ
て

配
水
管
が
布
設
さ
れ

て
い
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。普
段
は
地
上
の
建
物
と
飛
行

機
し
か
目
が
い
か
ず
、私
た
ち
の
ま
わ

り
に
も
、地
下
に
知
ら
な
い
配
管
網
が

張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
知
り
た
く

な
り
ま
し
た
。ま
た
、身
近
な
奈
良
の

特
集
を
見
る
と
行
っ
て
み
た
く
な
り

ま
す
。

■
成
田
国
際
空
港
の
地
下
に
は
空
調

用
の
冷
暖
水
パ
イ
プ
を
布
設
す
る
た

め
、大
き
な
共
同
溝
が
作
ら
れ
て
い
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
パ
イ
プ
で
結
構
ス
ペ
ー

ス
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、小
口
径
の
水

道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
と
豊

富
な
継
手
類
で
う
ま
く
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー

ス
に
配
管
で
き
ま
し
た
。

宮
城
県
・
大
崎
市
管
工
事
業
協
同
組
合

佐
野
　
昭
夫
さ
ま

ギ
タ
ー
で
小
林
旭
に
変
身

第
二
の
職
場
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。老
後
の
生
き
甲
斐
に
と
ギ
タ
ー

を
習
い
始
め
て
五
年
余
り
が
過
ぎ
去

り
ま
し
た
。お
陰
様
で
最
近
、古
賀
メ

ロ
デ
ィ
の
主
な
曲
を
な
ん
と
か
弾
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。若
い
頃
、ス
ク

リ
ー
ン
で
見
た
よ
う
に
い
つ
か
馬
に

乗
っ
て「
ギ
タ
ー
を
持
っ
た
渡
り
鳥
」と

し
て
小
林
旭
み
た
い
に
旅
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で「
そ
ろ
そ
ろ
馬
を
飼

う
準
備
を
し
な
く
ち
ゃ
」と
つ
ぶ
や
い

た
ら
、傍
ら
で
同
僚
が「
鹿
じ
ゃ
な
い

の
か
？
」だ
っ
て
。ク
ソ
ッ
、み
ん
な
で
年

寄
り
を
馬
鹿
に
し
て
。

■
ギ
タ
ー
を
弾
け
る
と
い
う
の
は
か
っ

こ
い
い
で
す
ね
。弾
き
な
が
ら
歌
う
の

も
よ
し
、も
ち
ろ
ん
弾
け
る
だ
け
で
も

十
分
で
す
。も
し
か
し
て
、同
僚
の
方

も
う
ら
や
ま
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

兵
庫
県
・
播
磨
町
上
下
水
道
工
事
業

協
同
組
合

池
田
　
や
す
子
さ
ま

短
歌
一
首

ミ
ン
ミ
ン
と　

公
園
内
で　

セ
ミ
ラ
イ
ブ

聴
く
の
は
赤
い　

サ
ル
ビ
ア
の
列

■
何
の
説
明
も
必
要
な
く
、情
景
が

目
に
浮
か
ぶ一
句
で
す
ね
。

愛知県・津島市上下水道指定工事店協同組合
佐藤さまの作品
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本誌同封のハガキにクイズの解答といっしょに
いろんなお便りをお待ちしております。

・クボタシーアイの製品について
・工事で困っていること・本誌の感想
・にっぽん探訪で行って欲しい所
・イラストや写真・皆さまの近況等々

BOOKMAN（新書カバー）

正解者の中から抽選で100名様に記念品を進呈します。
解答ハガキのお名前は、楷書ではっきりとお書きください。

抽選で

100名
様に

書いて送ってネ！



クボタシーアイは、個人情報保護に関する法令やガイドライン等を遵守すべく、個人情報保護方針を定めています。これに則りPALにお寄せいただいた全てのお便り（電子
メール含む）に記載された個人情報は、本誌送付先管理や各種照会に対する回答、クイズ当選景品の発送、一部誌面掲載（お便りコーナー等）等の利用目的に限定し、
その範囲を超えてお客様の個人情報を取り扱うことは致しません。また個人データの安全管理が図られるよう、当社従業員、委託先等に対する必要かつ適切な監督を行う
とともに、印刷や送付等で個人データを第三者との間で共同利用する場合は、当該第三者との間で契約や取り決めを交わす等、法令上必要な措置を講じます。
＊個人情報保護方針の詳細は、弊社ホームページ（http://www.kubota-ci.co.jp）に掲載しています。

●編集後記●

返信用のはがきには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。お願い

個人情報保護について

どんどんおハガキ            お待ちしております！

A B C

D E

F
G IH

第168号の正解
答：A,C,E,F,I
多数のご応募ありがとうございました。
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。

※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、印刷の汚れ
も数えません。

プレゼント

右の2枚の写真、よ～く見れば少し違う。
上段と下段の写真を見くらべて、5つの違
いを発見してください。解答は、添付の解
答用ハガキのマス目にアルファベットを記
入してお送りください。

違いは
どこにある？

まちがい探し
クイズ

今回のにっぽん探訪は室戸市水道局、中岡佳子さまより
室戸の見所を紹介をいただき、その情報に基づいて取材し
ました。海洋深層水アクアファームでは、「室戸の良いとこ
ろは、何も無いことです」と冗談交じりに言われましたが、な
んのなんの。紙面の関係上、紹介できない場所や写真が
あるのが残念です。自然や文
化もさることながらおいしい魚、
や野菜も室戸の魅力。やっぱ
り大切なのは「水」ですね。海
洋深層水は、自動販売機でも
売られていますので歩き疲れた
ときには是非1本。

能率手帳から生まれたエコブックカバー

●環境にやさしい素材「エコニア」を使用
●新書サイズ:約182mmx115mm
●カラー:マットブラック、オリーブの2種
※当選個数は1個です。色の指定はご容赦願います。

先端を
折り込んで
しおりに

切手を貼らずに平成00年0月00日までにご投函ください。

所在地 〒

整理No. □□□-□□□□

事業所

氏名 年齢

読者クイズ

※ 整理No.は封筒の宛名の右下にある番号
の　 ことです。必ずご記入ください。
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本誌およびクボタシーアイ製品に対するご意見、ご要望、イラスト、
その他どんなことでも結構です。どしどしお寄せください。
（PALに掲載させていただいた方には、記念品を進呈いたします）

正解者のなかから先着で
300名様にオリジナルカ
レンダーをプレゼント！

解 答 欄
（アルファベット記入）

長崎県・株式会社高木産業
宮崎　成美さまの作品

愛知県・株式会社大成設備工業
斉藤　優子さまの作品

岩手県・県南広域振興局北上農村整備センター
永野　未来さまの作品

広島県土地改良事業団体連合会三次事務所
小林　由佳里さまの作品

沖縄県・光電気産業株式会社
真栄城　あかねさまの作品

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキ
の文面やイラスト、写真などは、作者の
同意なく、本誌およびクボタシーアイ
ホームページに掲載させていただくことが
あります。また、ハガキはお返し致しません
ので、予めご了承願います。

徳
島
県
庁
住
宅
課（
建
築
開
発
指
導
課
）

米
田
　
幸
弘
さ
ま

悩
ま
し
い
新
築
の
設
計

貫
通
パ
ッ
ク
の
レ
ポ
ー
ト
を
読
ん
で
、自

宅
を
10
年
前
に
建
て
た
時
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
ま
し
た
。当
時
は
、土
木

技
術
者
の
は
し
く
れ
で
も
あ
る
と
の

思
い
か
ら
、家
の
構
造
や
断
熱
に
つ
い

て
考
え
に
考
え
て
建
て
ま
し
た
が
、で

き
あ
が
っ
た
後
す
ぐ
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
た
も
の

で
し
た
。

■
新
し
い
家
を
建
て
る
と
き
は
、あ
れ

こ
れ
悩
む
の
で
す
が
、結
局
、出
来
上

が
っ
て
か
ら「
あ
あ
す
れ
ば
良
か
っ
た
」

と
後
悔
し
ま
す
ね
。貫
通
パ
ッ
ク
は
何

十
年
後
か
に
や
っ
て
く
る
水
回
り
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
に
さ
や
管
構
造
で
対
応

で
き
る
優
れ
モ
ノ
で
す
。

静
岡
県
西
部
農
林
事
務
所

山
本
さ
ま

日
本
の
農
業
を
元
気
に
！

地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム「
フ
ォ
ア
ス
」

を
採
用
し
た
地
域
営
農
に
つ
い
て
、圃

場
全
体
を
１
つ
の
水
槽
に
見
立
て
た

屋
外
水
耕
栽
培
と
考
え
れ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。活
用
方
法
に
つ

い
て
更
に
研
究
が
進
む
こ
と
を
期
待

す
る
。実
際
に
利
用
し
て
い
る
農
家
の

工
夫
等
が
あ
れ
ば
是
非
ご
紹
介
願
い

た
い
。県
単
独
の
補
助
率
で
農
家
が
ペ

イ
で
き
れ
ば
、一
気
に
拡
が
る
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
る
。

■
ご
考
察
い
た
だ
き
ま
し
た
通
り
、

フ
ォ
ア
ス
は
圃
場
の
水
管
理
シ
ス
テ
ム

で
す
。畑
作
と
稲
作
で
全
く
異
な
る

水
管
理
を
簡
単
に
、し
か
も
水
を
節

約
し
て
行
え
る
の
が
特
長
で
す
。高

齢
化
す
る
農
家
の
ご
負
担
を
軽
減
し
、

収
益
の
向
上
が
期
待
で
き
る
理
想
的

な
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。

山
形
県
・
長
井
市
上
下
水
道
課

多
田
　
茂
之
さ
ま

水
道
パ
イ
プ
↓
養
殖
筏

大
好
き
な〝
か
き
〞、そ
の
養
殖
筏
に

木
材
や
竹
以
外
の
も
の
が
使
わ
れ
て

い
た
な
ん
て
び
っ
く
り
で
し
た
。技
術

は
し
っ
か
り
進
歩
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
被
覆
鋼
管
ポ
ー
ル
を

使
っ
て
、も
っ
と
も
っ
と
お
い
し
い
か
き

を
た
く
さ
ん
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

■
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
を
使
っ
て
ど
ん

な
も
の
が
で
き
る
か
、

市
場
調
査
か
ら
製

品
開
発
ま
で
に
は

ず
い
ぶ
ん
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。ク
ボ

タ
シ
ー
ア
イ
は
、こ

れ
か
ら
も
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
可
能
性
を

信
じ
、新
し
い
分
野

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
ま
す
。

鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
市
水
道
局

池
田
　
廣
子
さ
ま

活
発
化
す
る
？
火
山
活
動

こ
ん
に
ち
は
。こ
ち
ら
鹿
児
島
は
酷
暑

プ
ラ
ス
桜
島
の
7
0
0
回
を
越
す
爆

発
の
降
灰
で
大
変
な
夏
と
な
っ
て
い

ま
す
。い
つ
も
は
私
た
ち
自
慢
の
静
か

で
穏
や
か
で
壮
観
な
い
で
た
ち
の
桜

島
が
突
然
豹
変
し
て
、真
っ
黒
な
灰

を
空
高
く
舞
い
上
げ
、町
中
を
灰
色

に
塗
り
替
え
て
し
ま
い
ま
す
。シ
ン
ボ

ル
と
し
て
の
桜
島
の
壮
大
な
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
十
分
に
伝
わ
り
ま
し
た
の
で
、

ど
う
か
、心
穏
や
か
に
凛
と
し
て
そ
び

え
て
い
て
く
だ
さ
い
。

■
驚
き
ま
し
た
。桜
島
は
平
成
21
年

に
5
4
8
回
爆
発
的
噴
火
を
記
録
、

さ
ら
に
平
成
22
年
に
は
8
9
6
回
と

過
去
最
多
を
記
録
し
て
い
た
ん
で
す

ね
。一
方
、鹿
児
島
県
と
宮
崎
県
に
ま

た
ぐ
新
燃
岳
が
こ
の一
月
か
ら
噴
火
し
、

避
難
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。こ
の
地
域
の
火
山
が
活
動

期
に
入
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
早
く
沈

静
化
す
る
こ
と
を
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

大
阪
府
・
東
邦
電
機

株
式
会
社

山
口
　
哲
平
さ
ま

空
港
の
下
の

配
管

成
田
空
港
の
地
下
に

何
キ
ロ
に
も
渡
っ
て

配
水
管
が
布
設
さ
れ

て
い
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。普
段
は
地
上
の
建
物
と
飛
行

機
し
か
目
が
い
か
ず
、私
た
ち
の
ま
わ

り
に
も
、地
下
に
知
ら
な
い
配
管
網
が

張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
知
り
た
く

な
り
ま
し
た
。ま
た
、身
近
な
奈
良
の

特
集
を
見
る
と
行
っ
て
み
た
く
な
り

ま
す
。

■
成
田
国
際
空
港
の
地
下
に
は
空
調

用
の
冷
暖
水
パ
イ
プ
を
布
設
す
る
た

め
、大
き
な
共
同
溝
が
作
ら
れ
て
い
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
パ
イ
プ
で
結
構
ス
ペ
ー

ス
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、小
口
径
の
水

道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
と
豊

富
な
継
手
類
で
う
ま
く
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー

ス
に
配
管
で
き
ま
し
た
。

宮
城
県
・
大
崎
市
管
工
事
業
協
同
組
合

佐
野
　
昭
夫
さ
ま

ギ
タ
ー
で
小
林
旭
に
変
身

第
二
の
職
場
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。老
後
の
生
き
甲
斐
に
と
ギ
タ
ー

を
習
い
始
め
て
五
年
余
り
が
過
ぎ
去

り
ま
し
た
。お
陰
様
で
最
近
、古
賀
メ

ロ
デ
ィ
の
主
な
曲
を
な
ん
と
か
弾
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。若
い
頃
、ス
ク

リ
ー
ン
で
見
た
よ
う
に
い
つ
か
馬
に

乗
っ
て「
ギ
タ
ー
を
持
っ
た
渡
り
鳥
」と

し
て
小
林
旭
み
た
い
に
旅
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で「
そ
ろ
そ
ろ
馬
を
飼

う
準
備
を
し
な
く
ち
ゃ
」と
つ
ぶ
や
い

た
ら
、傍
ら
で
同
僚
が「
鹿
じ
ゃ
な
い

の
か
？
」だ
っ
て
。ク
ソ
ッ
、み
ん
な
で
年

寄
り
を
馬
鹿
に
し
て
。

■
ギ
タ
ー
を
弾
け
る
と
い
う
の
は
か
っ

こ
い
い
で
す
ね
。弾
き
な
が
ら
歌
う
の

も
よ
し
、も
ち
ろ
ん
弾
け
る
だ
け
で
も

十
分
で
す
。も
し
か
し
て
、同
僚
の
方

も
う
ら
や
ま
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

兵
庫
県
・
播
磨
町
上
下
水
道
工
事
業

協
同
組
合

池
田
　
や
す
子
さ
ま

短
歌
一
首

ミ
ン
ミ
ン
と　

公
園
内
で　

セ
ミ
ラ
イ
ブ

聴
く
の
は
赤
い　

サ
ル
ビ
ア
の
列

■
何
の
説
明
も
必
要
な
く
、情
景
が

目
に
浮
か
ぶ一
句
で
す
ね
。
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本誌同封のハガキにクイズの解答といっしょに
いろんなお便りをお待ちしております。

・クボタシーアイの製品について
・工事で困っていること・本誌の感想
・にっぽん探訪で行って欲しい所
・イラストや写真・皆さまの近況等々

BOOKMAN（新書カバー）

正解者の中から抽選で100名様に記念品を進呈します。
解答ハガキのお名前は、楷書ではっきりとお書きください。

抽選で

100名
様に

書いて送ってネ！



呼び径50、150で
追加認定取得！

発行／2011年5月

低層住宅排水用 低層住宅排水用

排水／通気用 高温排水用

低層住宅排水用給水／給湯／床暖房用

消火設備配管用

給水用

建築設備用配管材

一世帯分の排水を床下で合流
コンパクト床下排水システム

長期優良住宅に対応
排水管の更新を可能にする

エコキュート、キッチンからの
高温排水に最適

（財）日本消防設備安全センターの登録認定品

外壁材の色にぴったりマッチング

耐熱性・耐寒性に優れ、耐食性をアップ

EFショートエルボで施工性向上

優れた耐食性や施工性で定評のあるプラスチックパイプ。
クボタシーアイは、その特性を生かした
各種建築設備用配管材を多数取揃えています。
一般住宅用から工場・プラント設備用まで
幅広い流体輸送でみなさまの暮らしを支えます。

優れた管材特性と施工性で活躍

“暮らしを支える”見えない力“暮らしを支える”見えない力

パル
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2011 春・夏号

特 集

にっぽん探訪

施工現場レポート

地球のダイナミックな活動を感じる半島（高知県）

1.用途を拡大するポリエチレンパイプ
2.春の新製品紹介

地球のダイナミックな活動を感じる半島（高知県）

●消火用ポリエチレンパイプ（宮城県）
●水道配水用ポリエチレンパイプ・
　消火用ポリエチレンパイプ（神奈川県）
●外層付水道配水用ポリエチレン管「サンプロテクト」（大阪府）

●消火用ポリエチレンパイプ（宮城県）
●水道配水用ポリエチレンパイプ・
　消火用ポリエチレンパイプ（神奈川県）
●外層付水道配水用ポリエチレン管「サンプロテクト」（大阪府）

1.用途を拡大するポリエチレンパイプ
2.春の新製品紹介
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